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朝
鮮
総
督
府
の
朝
鮮
人
官
吏

満
洲
国
の
中
国
人
官
吏
と
の
比
較
で

浜

口

裕

子

朝鮮総督府の朝鮮人官吏

一
　
問
題
の
所
在

二
　
総
督
府
に
お
け
る
朝
鮮
人
官
吏
の
位
置

　
e
　
日
韓
併
合
と
朝
鮮
人
官
吏

　
口
　
三
二
独
立
運
動
後
の
官
制
改
革
と
朝
鮮
人
官
吏

三
　
一
九
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
の
朝
鮮
人
官
吏

　
e
　
一
九
三
〇
年
代
の
高
官

　口　日

中
戦
争
以
降
の
朝
鮮
人
官
吏

四
　
終
戦
－
総
督
府
官
吏
の
そ
の
後
－

五
　
結
　
　
語

一
　
問
題
の
所
在

本
稿
は
朝
鮮
総
督
府
の
官
吏
と
し
て
登
用
さ
れ
た
朝
鮮
人
に
つ
い
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
い
く
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（
1
）

つ
か
の
す
ぐ
れ
た
研
究
業
績
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
成
果
に
学
び
つ
つ
、
併
合
以
降
一
九
四
〇
年
代
に
至
る
日
本
の

朝
鮮
人
官
吏
の
登
用
政
策
と
朝
鮮
人
官
吏
の
動
態
を
追
い
、
朝
鮮
統
治
の
性
格
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
て
ゆ
き
た
い
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
朝
鮮
は
日
本
に
「
併
合
」
さ
れ
る
と
い
う
形
で
、
日
本
の
支
配
下
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
以
前
に

「
保
護
国
」
時
代
を
経
過
し
た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
が
、
現
実
に
「
併
合
」
と
な
っ
た
際
に
、
朝
鮮
人
を
ど
の
よ
う
な
形
で
そ
の
支
配
に

組
み
入
れ
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
朝
鮮
統
治
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
統
治
さ
れ
る
側
に
と
っ
て
は
、
な
お
の
こ

と
重
大
な
問
題
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
総
督
府
に
お
い
て
、
朝
鮮
人
官
吏
が
ど
の
よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
っ
た
か
の
基
本
を
検
討
す
る
こ
と
は
、

日
本
の
朝
鮮
統
治
の
性
格
を
考
え
る
と
同
時
に
、
日
本
が
現
地
朝
鮮
社
会
を
ど
の
よ
う
に
そ
の
支
配
体
制
に
組
み
込
も
う
と
し
た
の
か
を

考
察
す
る
こ
と
に
も
な
ろ
う
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
れ
は
、
植
民
地
化
さ
れ
る
以
前
の
現
地
の
支
配
体
制
の
あ
り
方
や
現
地
社
会
の
性

格
に
も
深
く
関
連
す
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
朝
鮮
の
他
の
地
域
で
日
本
が
行
な
っ
た
支
配
政
策
と
朝
鮮
の
場
合
を
比
較
す
る
と

一
層
明
ら
か
と
な
る
。

　
筆
者
は
、
す
で
に
一
九
三
〇
年
代
か
ら
終
戦
ま
で
の
満
洲
国
に
お
け
る
中
国
人
官
吏
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
人
員
が
登
用
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

っ
た
か
を
分
析
し
、
満
州
国
の
中
央
集
権
化
政
策
が
い
か
に
展
開
し
た
か
を
研
究
し
た
。
朝
鮮
の
統
治
政
策
は
、
こ
の
満
洲
国
の
　
「
統

治
」
政
策
の
「
モ
デ
ル
」
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
朝
鮮
総
督
府
の
現
地
人
官
吏
に
つ
い
て
、
満
洲

国
の
場
合
と
比
較
す
る
と
い
う
点
を
念
願
に
お
き
つ
つ
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
そ
の
際
、
特
に
ふ
た
つ
の
点
に
注
目
す
る
。
ま
ず
第
一
に
、

現
地
人
官
吏
の
登
用
の
実
体
か
ら
見
た
日
本
の
統
治
政
策
の
性
格
と
い
う
点
、
第
二
に
、
そ
れ
に
対
す
る
現
地
社
会
の
対
応
、
言
い
換
え

る
と
、
日
本
の
統
治
政
策
が
、
現
地
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
第
一
の
点
に
つ
い
て
は
、
支
配
体
制
確
立
過
程
に
お
け
る
朝
鮮
人
官
吏
の
登
用
の
現
状
と
そ
の
変
遷
の
分
析
が
中
心
と
な
る
。
し
か
し
、

前
に
掲
げ
た
多
数
の
研
究
成
果
が
す
で
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
特
に
第
二
の
点
に
関
連
す
る
事
柄
を
中
心
と
し
て
検
討
し
て
ゆ
く
。
さ

ら
に
、
一
九
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
解
放
後
の
韓
国
社
会
と
の
「
連
続
性
」
を
念
願
に
置
き
つ
つ
分
析
を
進
め
て
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ゆ
き
た
い
。
近
年
、
日
本
統
治
時
代
の
朝
鮮
を
ど
う
把
握
す
る
か
に
つ
い
て
、
注
目
す
べ
き
論
点
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
従
来
、
植
民
地

時
代
の
朝
鮮
に
つ
い
て
は
、
解
放
後
の
朝
鮮
・
韓
国
の
歴
史
と
「
断
絶
」
し
て
考
え
る
見
方
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

こ
こ
数
年
、
む
し
ろ
「
連
続
」
す
る
面
に
注
目
し
よ
う
と
す
る
諸
論
が
出
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
特
に
一
九
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
の
朝
鮮
を

考
察
す
る
場
合
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
解
放
を
見
据
え
て
、
こ

の
時
期
の
朝
鮮
の
動
態
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
重
要
な
課
題
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
朝
鮮
総
督
府
の
政
策
の
性

格
を
検
討
す
る
上
か
ら
も
、
必
要
な
視
点
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
問
題
意
識
に
も
と
づ
き
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
併
合
以
降
の
総
督
府
に
お
け
る
朝
鮮
人
官
吏
の
位
置
を
概
観
し
、
日
本
が
い
か

に
支
配
体
制
の
確
立
を
行
な
っ
た
か
を
検
討
す
る
。
さ
ら
に
一
九
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
に
お
け
る
朝
鮮
人
官
吏
の
量
的
、
質
的
動
態
を

示
し
、
中
央
統
制
の
浸
透
の
度
合
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
、
統
計
数
値
だ
け
で
は
な
く
、
朝
鮮
人
中
最
高
の
ポ
ス

ト
で
あ
っ
た
道
知
事
と
道
参
事
官
と
し
て
登
用
さ
れ
た
朝
鮮
人
の
経
歴
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
も
考
察
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
総
督
府
高
官

が
終
戦
を
迎
え
て
ど
う
な
っ
た
か
に
つ
い
て
も
若
干
触
れ
る
こ
と
で
、
日
本
の
朝
鮮
統
治
の
性
格
を
再
考
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
（
1
）
　
代
表
的
な
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
姜
東
鎮
『
日
本
の
朝
鮮
支
配
政
策
史
研
究
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
、
が
齋
藤
實
文
書
を
使
用
し

　
　
て
一
九
二
〇
年
代
の
研
究
を
行
な
っ
て
い
る
。
ま
た
林
鍾
国
に
は
、
コ
リ
ア
研
究
所
訳
『
親
日
派
』
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
九
二
年
、
を
は
じ
め
、

　
　
総
督
府
に
協
力
的
で
あ
っ
た
「
親
日
派
」
朝
鮮
人
に
関
す
る
一
連
の
業
績
が
あ
る
。
最
近
の
も
の
で
は
、
橋
谷
弘
「
一
九
三
〇
・
四
〇
年
代
の
朝
鮮

　
　
社
会
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
二
七
号
、
　
一
九
九
〇
年
三
月
）
、
が
一
九
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
の
朝
鮮
人
官
吏
を
扱

　
　
い
、
鄭
在
貞
「
朝
鮮
総
督
府
鐡
道
局
の
雇
傭
構
造
」
（
韓
国
語
版
・
安
乗
直
・
李
大
根
・
中
村
哲
・
梶
村
秀
樹
編
『
近
代
朝
鮮
9
経
済
構
造
』
、
比
峰

　
　
出
版
社
〈
ソ
ウ
ル
〉
、
一
九
八
九
年
、
日
本
語
版
・
安
乗
直
・
李
大
根
・
中
村
哲
・
梶
村
秀
樹
編
『
近
代
朝
鮮
の
経
済
構
造
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九

　
　
九
〇
年
）
、
が
特
に
鉄
道
の
官
吏
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
る
。
ま
た
、
糟
谷
憲
一
「
朝
鮮
総
督
府
の
文
化
統
治
」
（
『
岩
波
講
座
・
近
代
日
本
と
植
民

　
　
地
』
第
二
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
、
が
一
九
二
〇
年
代
の
総
督
府
官
吏
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
さ
ら
に
、
並
木
真
人
「
植
民
地
朝
鮮
人
の

　
　
政
治
参
加
に
つ
い
て
ー
解
放
後
史
と
の
関
連
に
お
い
て
ー
」
（
『
朝
鮮
史
研
究
会
論
文
集
』
第
三
一
号
、
　
一
九
九
三
年
一
〇
月
）
、
で
も
扱
わ
れ
た
。

　
　
こ
の
他
、
朝
鮮
人
の
い
わ
ゆ
る
「
親
日
派
」
問
題
に
関
す
る
研
究
は
数
多
い
。
そ
れ
ら
一
連
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
高
崎
宗
司
「
朝
鮮
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の
親
日
派
－
緑
旗
連
盟
で
活
動
し
た
朝
鮮
人
ー
」
（
『
岩
波
講
座
・
近
代
日
本
と
植
民
地
』
第
五
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
）
一
二
三
－
一
二
四

頁
、
お
よ
び
同
論
文
・
注
を
参
照
の
こ
と
。

（
2
）
　
拙
稿
「
満
洲
事
変
と
中
国
人
1
「
満
洲
国
」
に
入
る
中
国
人
官
吏
と
日
本
の
政
策
1
」
（
慶
磨
法
学
会
『
法
学
研
究
』
第
六
四
巻
第
二
号
、

　
一
九
九
一
年
二
月
）
、
拙
稿
「
満
洲
国
」
の
中
国
人
官
吏
と
関
東
軍
に
よ
る
中
央
集
権
化
政
策
の
展
開
」
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
『
ア
ジ
ア
経
済
』

第
三
四
巻
第
三
号
、
一
九
九
三
年
三
月
）
。

（
3
）
　
た
と
え
ば
、
中
村
哲
『
近
代
世
界
史
像
の
再
構
成
－
東
ア
ジ
ア
の
視
点
か
ら
ー
』
、
青
木
書
店
、
一
九
九
一
年
の
特
に
第
三
章
・
近
代
東
ア
ジ

　
ア
像
の
再
検
討
、
お
よ
び
中
村
哲
・
堀
和
生
・
安
乗
直
・
金
泳
鏑
編
『
朝
鮮
近
代
の
歴
史
像
』
、
日
本
評
論
社
、
一
九
八
八
年
、
に
お
け
る
問
題
提

起
を
参
照
の
こ
と
。
ま
た
、
小
林
英
夫
「
近
代
東
ア
ジ
ア
史
像
の
再
検
討
」
（
『
歴
史
評
論
』
2
ρ
“
oo
卜
o
、
一
九
九
〇
年
六
月
）
、
小
林
英
夫
「
東
ア

　
ジ
ア
の
経
済
圏
－
戦
前
と
戦
後
ー
」
（
『
岩
波
講
座
・
近
代
日
本
と
植
民
地
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、
　
一
九
九
二
年
）
、
で
は
戦
前
と
戦
後
の
「
断
絶

面
」
と
「
連
続
面
」
を
具
体
的
に
抽
出
す
る
。
小
林
は
さ
ら
に
『
岩
波
講
座
・
近
代
日
本
と
植
民
地
』
第
三
巻
、
岩
波
書
店
、
　
一
九
九
二
年
、
の

　
「
ま
え
が
き
」
で
も
、
こ
う
し
た
問
題
視
角
の
必
要
性
を
訴
え
る
。
「
連
続
面
」
を
考
慮
に
入
れ
る
視
点
に
よ
る
研
究
は
日
本
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、

韓
国
人
、
ア
メ
リ
カ
人
の
手
で
も
な
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
鄭
在
貞
・
前
掲
論
文
や
、
9
旨
R
旨
守
ざ
拝
O
譲
℃
『
3
ひ
Q
9
国
ヨ
宮
お
”
↓
冨

　囚03、

き
α
q
困
ヨ
ω
き
α
夢
①
O
o
一
〇
三
巴
○
ユ
四
づ
ω
o
｛
閑
9
①
き
O
碧
搾
呂
ω
ヨ
一
〇〇
刈
①
－
一
謹
9
d
三
＜
R
ω
一
蔓
o
｛
名
帥
鴇
ぢ
讐
o
づ
汐
o
ω
ω
｝
ω
8
一
二
①

　
き
α
い
o
口
α
o
P
お
O
朗
お
よ
び
囚
貰
一
ζ
8
8
三
貫
、
．
↓
冨
国
ヨ
覧
o
希
霧
9
富
冨
羅
ω
o
ω
き
冨
ヨ
O
o
δ
巳
巴
閤
o
お
Φ
一
、
、
一
〇
お
比
貰
奉
巳

U
o
9
9
9
勺
叢
8
0
嘗
ざ
な
ど
が
解
放
後
の
韓
国
と
の
連
続
性
を
意
識
し
た
植
民
地
時
代
の
研
究
で
あ
る
。
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二
　
総
督
府
に
お
け
る
朝
鮮
人
官
吏
の
位
置

　
（
一
）
　
日
韓
併
合
と
朝
鮮
人
官
吏

　
朝
鮮
総
督
府
に
よ
る
植
民
地
統
治
は
、
「
日
韓
併
合
」
と
い
う
形
で
始
ま
っ
た
。
併
合
に
関
す
る
条
約
で
は
、
併
合
の
結
果
と
し
て
日

本
国
政
府
が
「
全
然
韓
國
ノ
施
政
ヲ
澹
任
」
す
る
こ
と
と
さ
れ
、
同
時
に
、
「
誠
意
忠
實
二
新
制
度
ヲ
尊
重
ス
ル
韓
人
ニ
シ
テ
相
當
ノ
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

格
ア
ル
者
ヲ
事
情
ヲ
許
ス
限
リ
韓
國
二
於
ケ
ル
帝
國
官
吏
二
登
用
ス
ヘ
シ
」
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
朝
鮮
で
は
、
国
際
関
係
を
意
識
し



朝鮮総督府の朝鮮人官吏

第1表　朝鮮総督府所属職員数の変遷

国費支弁職員
道費・地方費

高等官

同待遇

■ 半唖任官

同待遇

●

嘱託・雇員 合計 支弁職員

日 朝 日 朝 日 朝 日 朝（イ申 び率） 日 朝（イ申び率）

1910 1100 8261 5168 14529

1915 726 353 8053 4861 6366 5576 15145 10790 635 215

1920 784 356 16495 10618 5014 3183 22293 14157 1236 388

1925 865 366 18394 9569 7428 4836 26687 14711 2919 696

1930 1143 360 20199 10018 10419 6669 31761 17047 3673 1210

1931 1112 361 19417 10154 10731 7124 31260 17639 （3．5） 4373 1477 （22．0）

1932 1126 354 20252 10912 11098 7521 32476 18787 （6．5） 4258 1481 （0．3）

1933 1160 355 20089 10724 11371 7845 32620 18924 （0．7） 4496 3126 （111．0）

1934 1172 361 20963 11051 12033 8235 34168 19645 （3．8） 4595 3299 （5．5）

1935 1292 363 21712 11180 12728 8780 35642 20323 （3．5） 4820 3641 （10．4）

1936 1277 368 22740 11747 14065 9375 38082 21490 （5．7） 5087 4088 （12．3）

1937 1448 388 24177 12477 15564 10975 41189 23840 （10．9） 5780 4582 （29．3）

1938 1535 391 25599 12987 16111 12586 43245 25964 （8．9） 5973 4878 （6．5）

1939 1613 394 27269 13535 17405 15983 46287 29912 （15．2） 6120 5604 （149）

1940 1737 416 28984 14224 19186 21362 49907 36002 （20．4） 6085 6638 （18．5）

1941 1908 440 31982 14952 21325 27126 55215 42518 （18．1） 5996 8256 （24．8）

1942 2012 442 32627 15479 22663 29998 57302 45919 （8．0） 5990 8758 （6．1）

（注1）　原則として各年度末の数値。

（注2）　伸び率は％・小数点以下四捨五入。

（注3）　この他府費支弁職員、学校費支弁職員・学校組合費支弁職員・李王職職員・邑面職員等がいた
（出所）　『朝鮮総督府統計年報』各年度版より作成。なお、橋谷・前掲論文、p．140、並木・前掲論文、

　p35、も参照のこと。

「
民
族
協
和
」
の
「
独
立
国
」
と
し
た
満
洲
国
の
場
合

と
は
異
な
り
、
統
治
の
主
体
に
、
た
と
え
単
な
る
「
看

板
」
で
あ
れ
現
地
人
を
入
れ
る
、
と
い
う
発
想
は
基
本

的
に
は
全
く
な
か
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
併
合
当
時
の

総
督
府
官
吏
は
、
本
府
の
場
合
は
、
二
～
三
の
通
訳
官

を
除
い
て
全
員
が
日
本
人
で
あ
っ
た
。
併
合
に
よ
っ
て
、

朝
鮮
半
島
に
「
移
住
」
し
た
日
本
人
の
最
も
多
く
が
、

官
吏
の
職
に
就
き
、
朝
鮮
統
治
の
実
務
に
あ
た
っ
た
。

日
本
人
の
移
住
は
併
合
以
降
急
速
に
増
え
た
が
、
一
九

三
七
年
で
は
、
日
本
人
の
四
一
・
四
％
が
総
督
府
官
吏

　
　
　
　
（
2
）

で
あ
っ
た
と
い
う
。
要
職
は
一
切
日
本
人
で
占
め
る
と

い
う
の
が
原
則
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
人
は
、
主
と
し
て
地

方
官
吏
と
し
て
登
用
さ
れ
た
。

　
朝
鮮
人
官
吏
と
日
本
人
官
吏
の
数
・
割
合
は
第
1
表

に
示
し
た
。
朝
鮮
人
官
吏
は
下
級
に
い
く
に
し
た
が
っ

て
そ
の
割
合
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
朝
鮮
人
官

吏
の
多
く
は
、
地
方
庁
に
配
属
さ
れ
、
本
府
に
お
け
る

比
率
は
、
第
－
表
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
り
も
ず
っ
と
低
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第2表　併合直後の道長官・参与官

生年 出身 学歴 前歴／備考 その後の職

李珍鏑・ 1867 京畿 錬武公院 旧韓国訓練隊大隊長、親衛隊大隊 全北道知事、総督府学

慶北長官 卒 長、参領、中枢院副賛議、 務局長、1941中枢院副

李家珍鑛 平城高等学校校長、平南道観察使 議長、勅撰貴族院議員、

／金弘集内閣崩壊時に日本亡命 国民紹力朝鮮聯盟顧問、

臨戦報国団顧問

李斗瑛・ 中枢院副賛議、全北道観察使 1916年没

全北長官 ／金弘集内閣崩壊時に日本亡命

朴重陽・ 1874 慶北 留日く青 旧韓国警務官、大邸郡守、平南道 中枢院参議、1921黄海

忠南長官 達城 山学院大 観察使、慶北道観察使／伊藤博文 道知事、23忠北道知事、

朴忠重陽 溜南 ＞ の養子、日本語堪能 41中枢院副議長（一44）

国民総力朝鮮聯盟参与

李圭完・ 1862 警察官、中枢院副賛議、江原道観 1918威南道長官

江原長官 察使／甲申事変時士官で日本亡命

妻は日本人

柳赫魯・ 1852 忠南 統監府時事務官、平北道観察使／ 忠北道長官、全北道知

京畿参与 甲申事変時士官で日本亡命 事、1933中枢院参議（一

官 39）

魚星溶・ 1857 留日く慶 農商工部主事、会計局長、警務局 中枢院参議、忠清道知

忠北参与 頃 慮義塾、 長、内部地方局長、学部学務局長、 事、江原道知事、1933

官 明大＞ 内閣法制局長／金弘集内閣崩壊時 中枢院参議

に日本亡命、愈吉溶の実弟

鄭蘭教・ 1864 京畿 留日く陸 軍務衙門参議、陸軍歩兵副領、中 1930中枢院参議（一43死

忠南参与 士戸山学 枢院賛議／甲申事変時士官、日本 亡）

官 校＞ 亡命

金潤晶・ 1869 京畿 留日・留 城郡郡守、太極章駐米公使館三等 1925忠北道知事、34中

全北参与 米くコロ 参事官兼代理公使、泰仁郡守、仁 枢院参議・顧問（勅任）、

官・清道 ラド大〉 川府ヂ、仁川実業学校長 朝鮮商事社長、国民縮

金次郎 力朝鮮聯盟評議員

元慮常・ 1869 忠南 留日く慶 外務参事官、議政府参事官、度支 1918江原道知事、20全

全南参与 牙山 慮義塾・ 部税局長、度支部司計局長 南道知事、33中枢院施

官 東京法学 政研究会経済部主査委

院＞ 口
貝

崔廷徳・ 1865 漢文 中枢院議官、巾枢院副賛議、忠南

慶北参与 道観察使／甲午改革以降の政変で

官 日本亡命
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申錫麟・ 1866 京畿 留日 侍従院侍従、熊川郡守、慶南道観 1921江原道知事、29忠

慶南参与 察道昌原府ヂ 南道知事、33中枢院参

官・平林 議（一44）、国民絡力朝

麟四郎 鮮聯盟理事、臨戦報国

団理事、国民会会長

金彰漢・ 1870 慶北 漢文 仁川府主事・同郵逓司長、漢城府

黄海参与 参事官、内部警務局長、中枢院賛

官 安東 議、東莱府ヂ／甲午改革以降の政

変で日本亡命

張憲植・ 1869 京畿 留日く東 陸軍幼年学校教官、 1917忠北道知事、本府

平南参与 京帝大＞ 学部参事官、学部編輯局長、 事務官、21全南知事、

官・張間 漢城府ヂ／朝鮮人初の東大生 34中枢院参議（一44）、

憲四郎 国民総力朝鮮聯盟評議

員、臨戦報国団評議員

罪甲柄・ 1863 京畿 侍従院侍従、内部主事、農商局長 慶北道参与官、1923江

平北参与 定山郡守、平理院検事、威北道観 原道知事、34中枢院参

官・平沼 察使／29才で来日、日本語堪能、 議（ 39）

秀雄 一進会評議員

李鶴圭・ 1852 京城 漢文、留 統理衙門主事、駐日公使館書記官

江原参与 日 粛川府使、端興郡守、平理院首班

官 洪州 検事、中枢院議官、度司部司計局

長、中枢院賛議

趙乗教・ 1862 漢文、留 表勲院参事官、威興郡守、徳源府

威南参与 日 ヂ／甲申事変時留学生

官

李範来・ 1868 京畿 漢文、武 壮衛営領官、日清戦争で三南司令

威北参与 官学校 官、親衛第一隊大隊長、中枢院副

官 廣州 賛議、威南道観察使／甲午改革以

降の政変で日本亡命
1

（注1）「留日」は日本留学。

（注2）　「慶北」は慶尚北道、「全北」は全羅北道、「忠南」は忠清南道、「威南」は威境南道の略。「慶南」、

　「全南」、「忠北」、「威北」も同様。ただし、経歴中では道を入れた。

（注3）出身の下段は本貫。
（注4）（一）の数はその職に就いていたことが確認できる年を示した・

（出所）　朝鮮総督府編『朝鮮総督府及所属官署職員録』各年度版、朝鮮総督府、京城日報社・毎日申報社編

纂『朝鮮年鑑』各年度版、牧山耕蔵編『朝鮮紳士名鑑』、日本電報通信社京城支局、1911年、阿部薫編『朝

　鮮功勢者銘鑑』、民衆時論社朝鮮功螢者銘鑑刊行会、1935年、姜東鎮『日本の朝鮮支配政策史』、東京大学

　出版会、1979年、高厳曼編『反民者罪状記』、白葉文化社（ソウル）、1949年、『民族正氣叫審判』、1949年、

　林錘国著・反民族問題研究所編・コリア研究所訳『親日派』、御茶の水書房、1992年、などより作成。
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○
日
に
総
督
府
官
制
が
発
布
さ
れ
た
。
旧
韓
国
時
代
の
大
臣
制
は
な
く
な
り
、
朝
鮮
人
高
官
の
内
、
大
臣
ク
ラ
ス
の
高
い
職
に
あ
っ
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

で
「
前
韓
時
代
の
功
螢
者
」
と
み
な
さ
れ
た
者
は
、
総
督
の
諮
問
機
関
と
し
て
設
け
ら
れ
た
「
中
枢
院
」
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
中

枢
院
」
は
李
氏
朝
鮮
時
代
、
議
政
機
関
と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
総
督
府
は
そ
の
中
枢
院
の
名
を
借
り
、
朝
鮮
人
の
旧
支
配
層
を
そ
こ
に

入
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
中
枢
院
は
諮
問
機
関
と
し
て
す
ら
機
能
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
九
一
九
年
一
〇
月
ま
で
は
、
一
度
も

召
集
さ
れ
ず
、
そ
の
後
三
〇
年
程
の
間
に
、
九
回
相
談
を
受
け
た
だ
け
だ
っ
た
。
そ
の
相
談
内
容
も
、
実
際
の
政
治
に
は
あ
ま
り
大
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

関
係
が
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
中
枢
院
に
入
っ
た
者
は
、
専
ら
朝
鮮
の
旧
慣
や
制
度
に
関
す
る
調
査
に
従
事
し
た
。
代
わ
っ
て
新
機
構
の

各
部
長
官
に
は
、
一
九
〇
六
年
の
統
監
府
令
以
降
次
官
の
座
に
あ
っ
た
日
本
人
が
就
く
こ
と
に
な
っ
た
。
中
枢
院
は
政
治
的
に
は
有
名
無

実
で
あ
り
、
総
督
府
の
立
法
権
限
は
、
完
全
に
日
本
人
官
吏
の
手
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
併
合
に
よ
っ
て
政
治
力
を

奪
わ
れ
、
行
き
場
の
な
く
な
っ
た
旧
支
配
層
に
と
っ
て
、
た
と
え
形
だ
け
の
も
の
で
あ
っ
て
も
中
枢
院
の
職
は
、
一
面
で
は
「
有
難
い
」

も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
併
合
以
降
、
朝
鮮
人
に
と
っ
て
高
官
と
し
て
の
ポ
ス
ト
は
、
き
わ
め
て
限
ら
れ
た
も
の
と
な
り
、
生
活
の

糧
を
得
る
の
も
難
し
い
時
代
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
新
官
制
に
お
い
て
は
、
参
与
官
と
し
て
朝
鮮
人
を
置
き
、
官
吏
と
し
て
待
遇
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
朝
鮮
人
官
吏
と
し
て
実
質
的
に
最

高
の
官
職
が
、
道
知
事
と
道
参
与
官
で
あ
っ
た
。
第
2
表
に
併
合
直
後
の
朝
鮮
人
道
知
事
と
道
参
与
官
を
掲
げ
た
。
こ
れ
ら
の
道
知
事
・

参
事
官
は
、
日
韓
協
約
締
結
後
、
道
監
察
使
や
地
方
の
局
長
ク
ラ
ス
の
職
に
採
用
さ
れ
た
者
が
、
継
続
し
て
任
用
さ
れ
た
者
が
多
か
っ
た
。

参
与
官
と
い
う
職
は
、
統
監
府
時
代
に
道
監
察
使
の
下
に
設
置
し
た
も
の
で
、
こ
の
時
に
は
日
本
人
が
就
い
て
い
た
。
し
か
し
、
日
韓
併

合
後
は
、
要
職
は
基
本
的
に
は
日
本
人
が
す
べ
て
占
め
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
ま
で
、
道
監
察
使
や
局
長
ク
ラ
ス
の
職
に
就
い
て
い
た
朝

鮮
人
高
官
は
、
失
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
朝
鮮
人
を
地
方
政
治
の
「
諮
問
」
職
と
し
て
の
参
与
官
に
就
け
た
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

の
で
、
所
管
事
務
は
な
く
、
民
情
視
察
な
ど
が
そ
の
役
割
と
さ
れ
た
。

　
第
2
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
道
知
事
・
道
参
与
官
と
し
て
採
用
さ
れ
た
者
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
、
日
本
留
学
経
験
か
日
本
亡
命
経
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験
を
持
つ
。
い
わ
ば
旧
韓
国
時
代
か
ら
日
本
に
近
い
立
場
を
と
っ
て
き
た
者
の
集
ま
り
で
あ
っ
た
。

　
総
督
府
の
政
治
は
、
中
央
に
つ
い
て
は
、
併
合
直
後
よ
り
総
督
以
下
日
本
人
が
要
職
を
占
め
る
形
を
整
え
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
地
方

は
そ
う
は
い
か
な
か
っ
た
。
地
方
制
度
に
関
し
て
は
、
併
合
時
よ
り
「
急
劇
な
る
愛
革
を
加
ふ
る
を
避
け
」
、
「
専
ら
實
質
の
改
善
を
圖

（
6
）る
」
こ
と
に
努
め
た
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
道
、
府
、
郡
、
面
と
い
う
行
政
区
画
は
、
従
来
ど
お
り
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
、
道
監
察
使
は

道
長
官
に
改
め
た
も
の
の
、
府
ヂ
、
郡
守
、
面
長
と
い
っ
た
職
名
は
、
従
来
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
こ

れ
ら
府
ヂ
、
郡
守
、
面
長
の
定
員
は
以
前
よ
り
増
加
さ
れ
、
地
方
行
政
に
経
験
あ
る
日
本
人
職
員
を
配
置
し
て
、
事
務
の
統
一
を
図
る
こ

と
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
郡
守
に
つ
い
て
は
、
原
則
的
に
朝
鮮
人
を
登
用
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
行
政
の
末
端
単
位
で
あ
る

面
に
つ
い
て
は
、
そ
の
規
定
は
総
督
の
権
限
に
属
す
と
さ
れ
、
面
長
は
そ
の
地
方
に
お
い
て
「
有
力
に
し
て
且
つ
相
當
な
る
聲
望
を
有
す

　
（
7
）

る
者
」
を
選
ば
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
朝
鮮
人
が
こ
れ
に
当
た
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
府
ヂ
は
、
原
則
と
し
て
日
本
人
が
就
い
た
。
府
は
、

京
城
は
じ
め
釜
山
、
仁
川
な
ど
の
特
に
重
要
な
都
市
で
あ
る
。
都
市
は
、
そ
の
行
政
の
頂
点
に
日
本
人
を
就
け
る
と
い
う
の
が
朝
鮮
総
督

府
の
原
則
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
例
外
は
開
城
で
あ
る
。
開
城
は
高
麗
の
都
で
、
格
は
高
い
都
市
で
あ
る
が
、
こ
の
時
代
は
政
治
的
に

は
力
を
落
と
し
て
い
た
。
こ
の
開
城
の
府
ヂ
に
は
、
ず
っ
と
朝
鮮
人
が
就
い
た
。

　
以
上
の
府
引
、
郡
守
、
面
長
の
う
ち
、
府
引
は
日
本
人
、
郡
守
は
朝
鮮
人
と
い
う
原
則
は
、
ほ
ぼ
最
後
ま
で
踏
襲
さ
れ
る
。
た
だ
、
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

長
は
、
全
体
か
ら
み
る
と
ご
く
少
数
で
は
あ
っ
た
が
場
合
に
よ
っ
て
は
日
本
人
が
就
く
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
は
併
合
直
後
よ
り
、
行
政

の
最
末
端
機
関
で
あ
る
面
を
こ
れ
ま
で
よ
り
重
視
す
る
姿
勢
を
と
り
、
面
長
の
指
導
・
訓
練
に
留
意
し
、
そ
の
地
位
を
判
任
待
遇
と
し
た
。

ま
た
、
事
務
の
管
轄
範
囲
を
広
げ
、
こ
れ
ま
で
の
徴
税
事
務
の
他
に
、
勧
業
、
教
育
、
衛
生
、
土
木
な
ど
の
事
務
も
や
ら
せ
る
こ
と
に
し

（
9
）た
。
日
本
が
面
レ
ベ
ル
の
行
政
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
旧
時
代
の
行
政
区
画
を
踏
襲
し
て
始
ま
っ
た
地
方
行
政
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
四
年
と
い
う
比
較
的
早
い
段
階
で
、
行
政
区

画
の
整
理
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
年
三
月
よ
り
、
府
郡
の
統
廃
合
が
実
施
さ
れ
、
府
の
数
は
従
来
通
り
一
二
府
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
区
域
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は
著
し
く
縮
小
さ
れ
た
。
郡
は
九
七
郡
減
じ
て
、
二
二
〇
郡
と
な
っ
た
。
ま
た
、
四
月
に
は
面
の
統
廃
合
が
行
な
わ
れ
、
一
八
○
○
面
が

減
ぜ
ら
れ
、
八
月
に
さ
ら
に
一
面
減
ぜ
ら
れ
、
二
五
二
一
面
と
な
っ
た
。
翌
一
九
一
五
年
に
は
、
新
た
に
島
制
が
創
設
さ
れ
、
従
来
郡
で

あ
っ
た
済
州
島
や
欝
陵
島
に
島
庁
が
お
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
島
司
に
島
全
体
の
行
政
事
務
を
管
掌
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
島
司
は
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

令
を
発
す
る
権
利
を
持
ち
、
警
察
官
を
兼
ね
、
警
察
行
政
も
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
島
は
交
通
が
不
便
な
所
に
あ
る
た
め
、
一
般
の
郡
守

よ
り
も
大
き
な
権
限
を
持
た
せ
、
統
治
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
島
司
に
は
、
日
本
人
が
就
い
た
。

　
満
洲
国
と
比
較
し
た
場
合
、
こ
の
よ
う
な
統
治
の
初
期
段
階
に
行
政
区
画
の
整
理
を
や
り
遂
げ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
満
洲
国
で
は
、

一
九
三
二
年
の
建
国
後
す
ぐ
に
従
来
力
を
持
っ
て
い
た
行
政
単
位
で
あ
る
「
省
」
の
区
画
を
改
正
し
、
既
存
の
勢
力
の
解
体
が
図
ら
れ
た
。

三
四
年
に
は
こ
れ
を
な
し
と
げ
、
次
に
そ
の
下
の
単
位
で
、
行
政
の
最
末
端
単
位
で
あ
る
「
県
」
の
区
画
の
統
廃
合
も
企
画
さ
れ
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
！
）

こ
れ
は
な
さ
れ
ぬ
ま
ま
と
な
り
、
地
方
を
掌
握
し
よ
う
と
す
る
中
央
と
地
方
と
の
摩
擦
が
さ
ま
ざ
ま
報
告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
比
べ
て

朝
鮮
の
場
合
は
、
は
る
か
に
容
易
に
行
政
区
画
の
統
廃
合
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
違
い
は
日
本
統
治
以
前
か
ら
の

両
地
域
の
政
治
・
社
会
的
状
況
の
違
い
が
係
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
中
国
の
場
合
、
も
と
も
と
「
省
」
や
「
県
」
な
ど
の
行
政

単
位
が
持
っ
て
い
た
権
限
が
、
非
常
に
大
き
か
っ
た
の
に
比
べ
、
朝
鮮
の
場
合
、
徹
底
し
た
中
央
集
権
体
制
が
と
ら
れ
、
地
方
の
行
政
単

位
で
あ
る
「
府
」
・
「
郡
」
・
「
面
」
が
中
央
か
ら
独
立
的
に
持
つ
権
限
は
極
度
に
限
ら
れ
て
い
た
。
地
方
の
行
政
単
位
が
そ
れ
ぞ
れ
独
立
的

に
い
わ
ば
「
小
宇
宙
」
を
形
成
し
、
力
を
持
っ
て
い
た
中
国
社
会
で
は
行
政
区
画
の
変
更
は
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
。
無
理
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

変
更
し
よ
う
と
す
れ
ば
摩
擦
も
お
こ
ろ
う
。
そ
れ
に
比
べ
、
朝
鮮
社
会
は
あ
ま
り
に
中
央
集
権
志
向
で
あ
っ
た
。

　
日
本
の
朝
鮮
統
治
方
針
も
極
度
に
中
央
集
権
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
制
度
の
形
に
つ
い
て
は
日
本
は
李
朝
以
来
の
中
央
集
権
的
体
制
を

踏
襲
し
つ
つ
、
さ
ら
に
日
本
の
力
に
よ
る
よ
り
実
質
的
な
中
央
支
配
体
制
の
確
立
を
め
ざ
し
た
。
こ
の
た
め
、
日
本
は
そ
の
中
央
権
力
の

確
立
に
あ
た
り
、
従
来
の
朝
鮮
社
会
に
お
け
る
支
配
者
で
あ
る
官
吏
の
権
力
の
奪
取
と
そ
の
掌
握
に
力
を
注
い
だ
。
た
と
え
地
方
行
政
の

一
部
に
朝
鮮
人
官
吏
が
登
用
さ
れ
た
と
し
て
も
、
総
督
府
の
政
治
は
総
督
を
中
心
と
し
て
極
度
に
中
央
集
権
的
な
体
制
が
と
ら
れ
、
朝
鮮
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人
官
吏
の
役
割
は
ほ
と
ん
ど
無
に
等
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
朝
鮮
人
官
吏
の
権
限
は
日
本
統
治
以
前
の
時
代
の
官
吏
と
、
著

し
く
異
な
る
も
の
と
な
っ
た
。
朝
鮮
で
は
一
三
世
紀
以
降
、
中
国
か
ら
取
り
入
れ
た
「
科
挙
」
制
度
に
基
づ
く
文
人
官
僚
社
会
が
確
立
し

て
い
た
。
旧
時
代
の
朝
鮮
に
お
い
て
、
中
央
の
権
力
を
背
後
に
抱
く
官
吏
は
政
治
力
も
経
済
力
も
握
る
エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
権
力
を
一
手

に
握
る
支
配
層
で
あ
っ
た
。
官
吏
に
な
れ
ば
、
蓄
財
が
可
能
で
あ
り
、
一
族
の
中
か
ら
科
挙
合
格
者
が
出
る
と
、
そ
の
一
族
が
潤
う
の
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

一
般
的
で
あ
っ
た
。
郡
守
ク
ラ
ス
の
官
吏
で
も
、
「
三
年
や
れ
ば
一
生
食
え
る
」
と
い
わ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
統
治
時
代
に
は
そ
う

は
い
か
な
く
な
っ
た
。
日
本
は
併
合
直
前
よ
り
旧
時
代
の
政
治
の
弊
害
を
行
政
と
司
法
と
税
務
が
分
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
と

し
、
そ
の
分
離
に
入
っ
た
。
観
察
使
や
郡
守
は
、
通
常
、
地
方
行
政
を
統
括
す
る
と
同
時
に
、
裁
判
権
・
徴
税
権
を
も
有
し
て
い
た
が
、

韓
国
統
監
の
「
指
導
」
と
し
て
こ
れ
を
剥
奪
し
、
国
税
徴
収
と
地
方
財
政
に
関
す
る
権
限
を
中
央
の
度
支
部
の
直
轄
と
し
た
。
ま
た
、
警

察
権
の
行
使
は
道
観
察
使
の
管
理
と
な
り
、
事
務
に
つ
い
て
は
警
察
署
が
あ
た
る
こ
と
と
し
、
郡
守
は
関
与
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

各
道
の
警
察
は
、
中
央
の
内
務
部
警
察
局
が
統
一
管
理
す
る
と
い
う
中
央
集
権
体
制
が
し
か
れ
た
。
こ
の
た
め
、
た
と
え
ば
郡
守
の
場
合
、

徴
税
権
と
警
察
権
を
取
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
旧
時
代
の
特
権
は
ほ
ぼ
消
滅
し
た
。
各
郡
単
位
で
設
け
ら
れ
た
警
察
署
の
署
長
に
は
日
本

人
が
就
い
た
。

　
し
か
し
旧
時
代
に
比
べ
て
特
権
が
な
く
な
り
、
事
実
上
政
治
力
を
失
っ
た
と
は
い
え
、
多
く
の
朝
鮮
の
人
に
と
っ
て
「
官
吏
」
は
依
然

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

「
出
世
」
を
表
わ
す
大
変
魅
力
あ
る
職
で
あ
っ
た
。
郡
守
に
な
り
た
い
者
は
後
を
た
た
な
か
っ
た
と
い
う
。
日
本
の
厳
し
い
支
配
の
下
で
、

多
数
の
朝
鮮
人
が
植
民
す
る
側
の
支
配
体
制
に
入
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
こ
と
を
ぬ
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
の
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

は
、
満
洲
国
の
場
合
も
同
様
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
の
場
合
、
国
土
で
あ
る
朝
鮮
半
島
全
体
が
日
本
の
支
配
下
に
お
か
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

状
況
は
満
洲
国
の
場
合
よ
り
も
一
層
深
刻
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
で
は
、
日
本
の
支
配
が
受
け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
朝
鮮
半
島
を
出
る
か
、

地
下
活
動
で
抵
抗
す
る
し
か
道
が
な
か
っ
た
。
併
合
以
降
は
地
下
活
動
も
極
め
て
難
し
く
な
っ
た
。
そ
れ
が
で
き
な
い
多
く
の
者
に
と
っ

て
、
生
き
る
た
め
に
取
る
べ
き
道
は
支
配
を
受
け
入
れ
る
以
外
に
な
い
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
お
け
る
「
エ
リ
ー
ト
」
で
あ
る
官
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吏
に
な
る
こ
と
を
望
む
者
は
、
多
数
あ
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
任
官
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
縁
故
を
た
よ
り
猛
運
動
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
者

が
後
を
た
た
な
か
っ
た
。
一
旦
任
官
さ
れ
る
と
、
そ
の
存
在
を
認
め
ら
れ
る
よ
う
精
い
っ
ぱ
い
働
く
。
特
に
、
郡
守
、
参
与
官
等
の
職
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

就
け
ば
、
功
名
手
柄
を
た
て
、
日
本
側
に
認
め
ら
れ
る
最
大
の
機
会
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
を
日
本
の
支
配
体
制
の
確
立
と
朝
鮮
社
会
と
い
う
点
か
ら
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
ま
ず
第
一
に
、
総
督
府
の

政
治
は
、
中
央
の
要
職
は
完
全
に
日
本
人
が
独
占
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
併
合
以
前
の
旧
韓
国
の
大
臣
ク
ラ
ス
の
人
材
は
、
総
督
の
諮
問

機
関
と
し
て
の
中
枢
院
に
入
っ
た
が
、
こ
れ
は
政
治
的
に
は
全
く
無
力
で
あ
っ
た
。
第
二
に
、
地
方
に
関
し
て
は
、
制
度
上
は
従
来
の
も

の
を
踏
襲
す
る
方
針
が
と
ら
れ
た
が
、
比
較
的
初
期
の
段
階
で
行
政
区
画
の
統
廃
合
が
遂
行
さ
れ
た
。
地
方
官
吏
に
は
朝
鮮
人
官
吏
が
相

当
数
採
用
さ
れ
た
。
そ
の
最
高
の
職
で
あ
る
道
知
事
・
参
与
官
に
は
、
日
本
留
学
や
日
本
亡
命
経
験
の
あ
る
「
親
日
的
」
朝
鮮
人
が
就
い

た
。
第
三
に
、
重
要
都
市
で
あ
る
府
の
頂
点
で
あ
る
府
ヂ
に
は
、
日
本
人
が
就
き
、
郡
守
に
は
原
則
と
し
て
朝
鮮
人
を
採
用
し
た
。
第
四

に
、
面
長
も
原
則
的
に
朝
鮮
人
が
就
い
た
が
、
併
合
以
前
よ
り
重
き
を
お
か
れ
る
こ
と
と
な
り
、
指
導
・
監
督
が
重
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
第
五
に
、
旧
時
代
の
官
吏
の
特
権
を
解
体
す
る
方
針
が
と
ら
れ
、
徴
税
権
と
警
察
権
は
、
中
央
が
統
一
的
に
管
理
す
る
体
制
が
と

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
総
督
府
の
政
治
は
、
そ
れ
以
前
の
朝
鮮
社
会
の
中
央
集
権
的
体
制
を
制
度
上
は
踏
襲
し
利
用
し
つ

つ
、
一
層
徹
底
し
た
中
央
支
配
貫
徹
体
制
の
形
成
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
日
本
の
力
で
朝
鮮
社
会
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
き
る
体
制
の
創
出
過
程
で
あ
っ
た
。
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（
二
）
　
三
・
一
独
立
運
動
後
の
官
制
改
革
と
朝
鮮
人
官
吏

　
厳
し
い
中
央
集
権
体
制
の
も
と
に
、
日
本
の
支
配
が
貫
徹
す
る
体
制
を
整
え
出
発
し
た
総
督
府
の
政
治
で
あ
っ
た
が
、
一
九
一
九
年
の

三
・
一
独
立
運
動
に
直
面
し
、
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
民
族
対
策
を
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
い
中
で
赴
任
し
た
斎
藤
総
督
は
、
訓
示
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

「
朝
鮮
人
ノ
任
用
待
遇
等
二
考
慮
ヲ
加
」
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
「
成
ル
ヘ
ク
朝
鮮
ノ
文
化
卜
旧
慣
ト
ヲ
尊
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（
1
9
）

重
シ
テ
其
ノ
善
ヲ
」
伸
ば
す
旨
を
唱
っ
た
。
一
方
、
水
野
政
務
総
監
も
知
事
会
議
の
訓
示
に
お
い
て
、
日
本
人
と
朝
鮮
人
と
の
「
差
別
撤

廃
」
を
掲
げ
、
人
材
を
登
用
し
、
官
吏
の
俸
給
を
「
内
地
人
」
と
同
一
の
下
に
お
く
と
い
う
方
針
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
朝
鮮
人
の
判
事
・

検
事
の
権
限
を
「
内
地
人
」
と
同
一
に
す
る
こ
と
、
従
来
ほ
と
ん
ど
「
内
地
人
」
に
限
っ
て
い
た
普
通
学
校
校
長
に
朝
鮮
人
も
任
用
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

こ
と
に
す
る
こ
と
、
一
般
官
吏
に
対
す
る
任
用
制
限
を
廃
止
し
待
遇
改
善
を
な
す
こ
と
、
等
を
掲
げ
た
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
を
機
に
、
事
務
の
簡
便
化
が
叫
ば
れ
、
従
来
の
「
中
央
集
注
の
主
義
」
か
ら
「
分
任
主
義
」
へ
移
行
さ
せ
る
方
針
が
図

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
本
府
に
集
中
し
て
い
た
権
限
を
、
地
方
に
分
担
さ
せ
る
こ
と
に
し
、
地
方
官
は
そ
れ
ま
で
よ
り
も
大
き
な
権
限

を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
地
方
庁
の
判
任
官
お
よ
び
そ
の
待
遇
職
員
の
進
退
、
賞
与
な
ら
び
に
部
下
職
員

の
出
張
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
道
知
事
の
職
権
に
委
ね
る
こ
と
、
面
制
の
施
行
心
得
を
改
正
し
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
部
を
地
方
官
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）

権
限
に
移
す
こ
と
、
参
事
の
任
命
も
大
体
に
お
い
て
道
知
事
に
施
行
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
さ
ら
に
、
小
作
料
等
の
減
免
も
、
道
知
事
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

承
認
を
得
て
、
府
引
、
郡
守
等
が
こ
れ
を
処
分
す
る
と
い
う
途
を
開
く
こ
と
が
検
討
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
改
革
が
必
ず
し
も
朝
鮮
人
官
吏
の
登
用
と
待
遇
の
改
善
に
直
結
し
た
と
評
価
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
一
九
二
〇

年
代
に
朝
鮮
人
官
吏
の
数
は
増
え
て
ゆ
く
が
、
増
加
率
は
そ
れ
以
前
と
比
べ
て
大
き
く
増
加
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
三
・
一
独
立

運
動
後
、
よ
り
確
固
た
る
官
僚
制
を
と
る
た
め
に
そ
れ
ま
で
以
上
に
多
数
の
日
本
人
官
吏
が
お
く
り
込
ま
れ
た
た
め
、
総
督
府
関
係
官
吏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

全
体
か
ら
す
る
と
そ
の
率
が
落
ち
て
い
る
。
ま
た
各
部
局
長
や
都
市
の
ト
ッ
プ
な
ど
の
重
要
な
職
や
、
技
術
系
統
の
職
に
は
日
本
人
を
就

け
る
と
い
う
方
針
は
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
た
。

　
そ
の
中
で
、
高
等
官
と
し
て
、
総
督
府
に
五
名
の
朝
鮮
人
事
務
官
が
採
用
さ
れ
、
各
道
に
一
名
ず
つ
の
朝
鮮
人
理
事
官
が
お
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
従
来
総
督
府
の
高
等
官
一
一
四
名
中
朝
鮮
人
は
わ
ず
か
に
一
名
、
各
道
庁
で
は
原
則
と
し
て
参
与
官
の
み
で
あ
っ
た
の
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

こ
こ
で
そ
れ
ぞ
れ
、
六
名
と
二
名
に
増
加
し
た
。
こ
の
枠
は
、
二
〇
年
代
を
通
じ
て
ほ
ぼ
維
持
さ
れ
る
。
総
督
府
に
採
用
さ
れ
た
事
務
官

は
、
張
憲
植
、
李
範
益
、
洪
承
杓
、
李
鍾
国
、
南
宮
営
で
、
張
は
す
で
に
併
合
時
に
道
参
事
官
と
し
て
採
用
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
の
者
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も
こ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
道
知
事
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
二
〇
年
半
ば
に
は
李
珍
鏑
が
朝
鮮
人
と
し
て
初
め
て
、
総
督
府
の
学
務
局
長

に
就
い
た
。
こ
れ
以
降
、
中
央
で
も
朝
鮮
人
の
高
等
官
が
、
数
は
多
く
な
か
っ
た
も
の
の
、
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
地
方

の
判
任
官
ク
ラ
ス
の
官
吏
の
数
は
増
大
し
た
。

　
し
か
し
、
本
府
採
用
の
五
名
の
事
務
官
の
職
の
内
容
は
、
や
は
り
「
民
情
視
察
」
で
あ
り
、
大
き
な
政
治
的
権
限
が
与
え
ら
れ
た
わ
け

で
は
な
か
っ
た
。
道
知
事
の
権
限
は
改
善
が
み
ら
れ
た
が
、
首
都
の
あ
る
京
畿
道
や
日
本
に
最
も
近
い
慶
尚
南
道
等
、
日
本
側
が
重
視
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
道
の
知
事
に
は
決
し
て
朝
鮮
人
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
朝
鮮
人
官
吏
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
本
俸
に
つ
い
て
は
よ
う
や
く
日
本
人
と
同
列
に
な
っ
た
も
の
の
、
日
本
人
に
は
「
外
地
手
当
」
が

つ
く
な
ど
諸
手
当
の
面
で
差
が
あ
り
、
依
然
同
等
と
は
い
い
が
た
か
っ
た
。
低
賃
金
に
抑
え
ら
れ
て
い
た
朝
鮮
人
官
吏
の
生
活
は
、
楽
で

　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
以
上
の
こ
と
を
鑑
み
る
限
り
、
一
九
二
〇
年
代
の
朝
鮮
人
官
吏
の
登
用
や
待
遇
は
、
基
本
的
に
は
、
そ
れ
以
前
と
大
差
が
な
か
っ
た
と

い
え
よ
う
。
三
・
一
独
立
運
動
を
機
に
、
民
族
政
策
を
考
慮
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
総
督
府
は
、
朝
鮮
人
官
吏
の
登
用
と
待
遇
の
改
善

を
提
示
し
た
も
の
の
、
実
際
に
は
朝
鮮
人
官
吏
の
登
用
は
、
一
部
の
極
め
て
「
親
日
的
」
態
度
を
み
せ
て
い
た
朝
鮮
人
の
高
等
官
と
地
方

の
判
任
官
レ
ベ
ル
の
官
吏
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
重
要
な
職
に
は
、
日
本
人
が
就
く
と
い
う
原
則
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
し
、
給
与

の
民
族
間
の
格
差
も
依
然
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
わ
ず
か
な
が
ら
も
中
央
の
高
等
官
に
朝
鮮
人
の
登
用
が
始
ま
り
、
地
方
の
下

級
官
吏
に
朝
鮮
人
が
増
大
し
て
い
っ
た
こ
と
は
、
後
の
時
代
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
意
味
を
も
つ
。

　
（
1
）
　
「
韓
國
併
合
に
關
す
る
條
約
」
〈
一
九
一
〇
年
八
月
二
二
日
調
印
、
同
年
同
月
二
九
日
公
布
〉
（
外
務
省
編
『
日
本
外
交
文
書
蛇
主
要
文
書

　
　
一
。
。
き
－
お
＆
』
、
原
書
房
、
　
一
九
六
五
年
所
収
）
三
四
〇
頁
。

　
（
2
）
　
O
お
α
q
o
q
＝
①
区
震
8
P
閤
9
8
為
箒
勺
o
一
三
8
0
＝
冨
＜
9
け
震
り
鵠
醇
苺
巳
〇
三
＜
①
邑
蔓
写
8
の
」
8
0
0
も
。
誤
（
鈴
木
沙
雄
・
大
塚
喬

　
　
重
訳
『
朝
鮮
の
政
治
社
会
』
、
　
サ
イ
マ
ル
出
版
会
、
一
九
七
三
年
、
七
八
頁
）
。

　
（
3
）
　
中
村
進
吾
『
朝
鮮
施
政
発
達
史
』
、
一
九
三
六
年
、
一
二
三
頁
。
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（
4
）

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

七
三
頁
、

（
1
2
）

　
の
第
1
章
の
冒
，
お
r
翫

　中

央
と
地
方
の
間
に

　七八

年
、

（
1
3
）

（
1
4
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）

（
1
8
）財
団
法
人
友
邦
協
会
、

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

（
2
2
）

（
2
3
）

同
前
書
、
一
四
四
頁
、
寓
o
呂
震
ω
o
P
8
あ
F
薯
」
2
1
一
8
（
邦
訳
・
前
掲
『
朝
鮮
の
政
治
社
会
』
、
　
一
〇
五
頁
y

姜
東
鎮
・
前
掲
書
、
一
四
四
－
一
四
五
頁
。

中
村
進
吾
・
前
掲
書
、
一
四
一
頁
。

同
前
書
、
　
一
三
〇
頁
。

本
稿
・
第
三
章
（
一
）
七
五
頁
、
を
参
照
の
こ
と
。

中
村
進
吾
・
前
掲
書
、
　
一
四
一
頁
。

『
施
政
三
十
年
史
』
、
朝
鮮
総
督
府
、
一
九
四
〇
年
、
　
七
一
一
丁
七
四
頁
。

拙
稿
「
満
洲
事
変
と
中
国
人
」
、
　
六
五

七
三
頁
、
　
お
よ
び
拙
稿
「
「
満
洲
国
」
の
中
国
人
官
吏
と
関
東
軍
の
中
央
集
権
化
政
策
の
展
開
」
、

　
　
　
　
　
を
参
照
の
こ
と
。

朝
鮮
の
政
治
が
極
度
に
中
央
集
権
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
コ
①
コ
α
震
8
P
8
』
F
が
全
体
で
論
じ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
特
に
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
（
邦
訳
・
前
掲
『
朝
鮮
の
政
治
社
会
』
、
　
二
⊥
二
四
頁
）
、
が
参
考
に
な
る
。
ま
た
、
丁
時
采
は
官
僚
制
度
の
面
か
ら
、

　
　
　
　
　
　
「
垂
直
的
指
揮
監
督
制
度
」
が
確
立
し
て
い
た
と
す
る
（
丁
時
采
『
韓
國
官
僚
制
度
史
』
、
和
信
出
版
社
〈
ソ
ウ
ル
〉
、
　
一
九

　
　
　
一
八
二
頁
）
。

『
朝
鮮
総
督
府
官
制
と
そ
の
行
政
』
、
財
団
法
人
友
邦
協
会
、
一
九
六
九
年
、
　
二
二
頁
。

中
村
進
吾
・
前
掲
書
、
　
六
〇
ー
六
一
頁
。

前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
官
制
と
そ
の
行
政
』
、
　
壬
二
頁
。

拙
稿
「
「
満
洲
国
」
の
中
国
人
官
吏
と
関
東
軍
の
中
央
集
権
化
政
策
の
展
開
」
、
　
六
八
頁
、
　
お
よ
び
七
二
頁
（
注
1
2
）
を
参
照
の
こ
と
。

鐡
騎
生
「
官
吏
哲
学
・
六
」
（
『
朝
鮮
行
政
』
第
一
〇
巻
第
六
号
、
一
九
＝
二
年
六
月
）
三
四
頁
。

「
総
督
府
及
所
属
官
署
二
対
ス
ル
総
督
ノ
施
政
方
針
訓
示
」
〈
一
九
一
九
年
九
月
三
日
〉
（
『
朝
鮮
総
督
府
資
料
選
集
・
斎
藤
総
督
の
文
化
統
治
』
、

　
　
　
　
　
　
　
一
九
七
〇
年
）
　
九
一
頁
。

同
前
書
、
　
九
二
－
九
三
頁
。

中
村
進
吾
・
前
掲
書
、
　
一
九
八
頁
。

同
前
書
、
　
一
九
九
頁
。

同
前
。
一
九
一
八
年
の
朝
鮮
総
督
府
お
よ
び
所
属
官
署
に
お
け
る
職
員
総
数
は
、
二
万
二
二
〇
二
名
で
、
う
ち
朝
鮮
人
が
八
四
三
七
名
、
日
本
人
が
｝
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万
二
八
六
五
名
で
、
朝
鮮
人
の
割
合
は
三
九
・
五
％
で
あ
っ
た
。

　
一
五
七
名
で
全
体
の
三
八
・
五
％
と
な
り
、
一
九
二
五
年
に
は
、

　なっ

て
い
る
。
（
姜
東
鎮
・
前
掲
書
、
　
一
八
五
ー
一
八
六
頁
）
。

（
2
4
）
　
同
前
書
、
　
『
八
六
頁
。

（
2
5
）
　
同
前
書
、
　
一
九
一
頁
。

こ
れ
に
対
し
一
九
二
〇
年
末
に
は
、
総
数
三
万
六
四
五
〇
名
中
、
朝
鮮
人
一
万
四

総
数
四
万
一
四
五
八
名
中
朝
鮮
人
は
一
万
四
七
七
一
名
で
全
体
の
三
五
・
六
％
と

70

三
　
一
九
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
の
朝
鮮
人
官
吏

　
（
一
）
　
一
九
三
〇
年
代
の
高
官

　
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
朝
鮮
人
官
吏
の
状
況
は
、
そ
れ
以
前
と
大
き
く
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
年
代
に
緒
が

つ
い
た
、
朝
鮮
人
の
高
等
官
の
採
用
や
、
地
方
の
下
級
官
吏
に
朝
鮮
人
が
増
え
る
と
い
う
傾
向
は
、
三
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
確
実
に
増

進
し
た
。

　
一
九
三
〇
年
代
に
高
等
官
で
あ
っ
た
者
に
は
、
そ
の
た
ど
っ
て
き
た
道
の
り
か
ら
い
く
つ
か
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
第
一

に
旧
韓
国
時
代
よ
り
、
官
吏
や
軍
人
で
あ
り
、
日
本
統
治
時
代
に
入
っ
て
も
官
吏
と
し
て
と
り
た
て
ら
れ
て
い
っ
た
者
、
第
二
に
、
日
本

語
を
修
学
し
、
併
合
前
後
に
地
方
の
官
吏
に
と
り
た
て
ら
れ
、
順
調
に
「
出
世
」
し
て
高
等
官
に
な
っ
た
者
、
第
三
に
高
等
文
官
試
験
に

合
格
し
て
、
比
較
的
若
く
し
て
高
等
官
に
な
っ
た
者
で
あ
る
。

　
第
一
の
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
者
の
う
ち
、
併
合
前
よ
り
高
官
で
、
併
合
後
も
と
り
た
て
ら
れ
た
者
の
典
型
は
、
併
合
直
後
の
道
知
事
・

参
与
官
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
者
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
日
本
留
学
の
経
験
を
持
つ
な
ど
、
同
時
代
の
朝
鮮
人
の
中
で
は
、
き
わ

め
て
日
本
に
近
く
、
当
時
政
治
的
に
は
「
開
化
派
」
と
さ
れ
た
「
進
歩
的
」
人
材
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
旧
時
代
の
朝
鮮
人
官
吏
で
あ

る
か
ら
に
は
、
漢
文
を
修
学
し
、
科
挙
試
験
を
通
り
、
儒
教
の
派
閥
や
門
閥
の
争
い
の
中
で
生
き
て
い
た
こ
と
は
疑
い
も
な
い
。
そ
う
し
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1
）

た
朝
鮮
人
官
吏
の
高
官
の
派
閥
に
つ
い
て
、
日
本
側
は
調
査
し
、
あ
る
程
度
は
掌
握
し
て
い
た
。
ま
た
、
彼
ら
の
事
務
能
力
に
も
注
目
し

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
併
合
直
後
に
道
知
事
・
参
与
官
と
な
っ
た
者
は
、
旧
時
代
の
高
官
の
中
で
、
圧
倒
的
に
「
親
日
的
」
な
者
で
あ

っ
た
が
、
日
本
は
そ
う
し
た
者
に
ポ
ス
ト
を
与
え
つ
つ
、
総
督
政
治
に
ど
れ
だ
け
役
に
た
つ
か
観
察
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
前
掲
・
第
2
表
に
あ
げ
た
者
に
つ
い
て
、
表
の
「
そ
の
後
の
職
」
歴
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
多
く
の
者
が
、
そ
の
後

も
道
知
事
や
参
与
官
の
職
を
歴
任
し
、
一
九
三
〇
年
代
に
は
中
枢
院
の
参
議
に
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、
併
合
直
後
に
日
本
か
ら
最
も
信

頼
を
受
け
て
い
た
朝
鮮
人
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
三
〇
年
代
、
人
に
よ
っ
て
は
四
〇
年
代
ま
で
も
優
遇
を
受
け
て
い
た
。
日
本
は
少

数
の
比
較
的
安
心
で
き
る
人
材
を
、
統
治
時
代
の
全
般
に
わ
た
っ
て
優
遇
し
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
併
合
時
四
〇
歳
代
で
あ
っ
た
者
は
、

一
九
三
〇
年
代
に
は
六
〇
歳
・
七
〇
歳
代
に
達
し
て
い
る
。
人
に
よ
っ
て
は
、
八
○
歳
以
上
に
な
っ
て
も
、
中
枢
院
参
議
と
し
て
居
残
っ

て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
に
、
彼
ら
に
と
っ
て
そ
の
他
に
生
き
る
手
だ
て
が
な
か
っ
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
る
。
官
吏
希
望
者
は
多
く
、

登
用
さ
れ
る
た
め
に
猛
運
動
を
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
首
尾
よ
く
任
官
さ
れ
て
も
、
官
吏
在
職
中
に
、
退
官

後
の
身
の
振
り
方
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
高
官
の
中
で
も
、
郡
守
、
警
視
、
警
部
ク
ラ
ス
の
退
職
者
は
、
面
長
や
市
場
管

理
人
、
特
設
団
体
の
吏
員
と
な
り
、
以
前
の
半
分
ほ
ど
の
報
酬
と
恩
給
で
一
家
を
養
っ
た
。
し
か
し
、
知
事
や
参
与
官
ク
ラ
ス
の
退
官
者

は
、
そ
こ
ま
で
身
を
落
と
す
こ
と
は
で
き
ず
、
多
く
は
浪
人
生
活
に
入
っ
た
。
そ
し
て
、
猛
運
動
を
行
な
っ
て
、
よ
う
や
く
中
枢
院
の
職

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
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4
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を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
中
に
は
官
職
を
離
れ
て
事
業
を
始
め
る
者
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
も
た
や
す
い
道
で
は
な
か
っ
た
。

　
第
一
の
コ
ー
ス
に
比
べ
、
第
二
・
第
三
の
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
者
は
よ
り
日
本
側
の
期
待
す
る
実
務
能
力
が
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

第
3
表
に
掲
げ
た
一
九
三
〇
年
代
の
道
知
事
の
中
で
は
、
金
東
勲
、
李
範
益
、
金
時
権
、
姜
弼
成
な
ど
が
第
二
の
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
典

型
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
、
地
方
の
書
記
や
通
訳
な
ど
か
ら
郡
守
を
経
て
道
参
与
官
・
知
事
へ
と
り
た
て
ら
れ
た
。
道
知
事
に
な
っ
た

時
、
四
〇
歳
代
半
ば
か
ら
五
〇
歳
代
と
特
に
若
い
と
は
い
え
な
い
が
、
比
較
的
順
調
に
「
出
世
」
し
た
者
達
と
い
え
よ
う
。
こ
う
し
た
人

材
を
日
本
側
も
重
視
す
る
姿
勢
を
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
先
に
掲
げ
た
四
名
の
中
で
金
東
勲
と
金
時
権
は
民
間
会
社
に
「
天
下
り
」
を
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第3表　1930年代・40年代の道知事

・
復

復
圭
圭
垣
韓
井

洪承杓

金東勲・

金原邦光

劉鎮淳

・
益

益
範
範
原
李
清

金瑞圭

高元勲・

高元　勲

・
権

椹
時
時
山
金
菊

鄭僑源・

鳥川僑源

孫永穆

姜弼成

生年 出身 経歴／備考 その他の職

1881 京畿 留日〈早大政経科＞、度支部翻訳官兼書記官、 1933中枢院参議（一44）、

京城 臨時土地調査局測量課長、整理課長、総督府 臨戦報国団常務理事、

臨時土地調査局監査官、慶北道参与官、忠北 国民縮力朝鮮聯盟理事、

道知事、1929黄海道知事（一33） 国民動員縮進会理事

1885 忠南 慶南道固城郡守、慶北道参与官、1929忠北道

知事、全北道知事

1886 江原 官立日本語学校、1910江原道書記、郡守、威 北鮮製紙化学工業株式

北道・全北道財務部長、威北道内務部長、33 会社監査役

京畿道参与官、35忠北道知事

1876 平安 平北道滑原郡守、江原道参与官、1929忠南道 1934中枢院参議（一39）

知事（一31）

1882 忠北 外国語学校卒、日露戦争に日本軍通訳で従軍、 中枢院参議、1937。2満

丹陽 内部書記官、郡守、慶南道参与官、1929江原 洲国国務院嘱託、間島

道知事、35忠南道知事 省長、満洲国参議府参

議、45中枢院顧問・参

議

1875 威北道観察道事務官、威南道永興郡守、平南 35中枢院参議、同年没

道参与官、全南道知事、1929全北道知事、31

慶北道知事（一35）

1881 慶北 留日く明大法〉、1911警部、普成専門学校教 1939中枢院参議（一44）

師、校長、平北道参与官、中枢院参議、1932 東一銀行調査役、臨戦

全北道知事（一36） 報国団副団長、国民絡

力朝鮮聯盟錬成部及厚

生部委員、大義党党員

1884 黄海 平城日本語学校、1908財務部主事、郡守、平 1939朝鮮アグネサイト

南道財務部長、慶北道参与官、36全北道知事、 開発株式会社監事、臨

37江原道知事 戦報国団常務理事、国

民縛力朝鮮聯盟理事

1887 慶北 旧韓国主事、総督府土地調査局主事、郡守、 1939中枢院参議（一42）、

全南道参与官、1933黄海道知事、37忠南道知 国民練力朝鮮聯盟理事

事

1888 慶南 私立進成学校卒、中枢院通訳官、1929江原道 満洲拓殖公社理事、国

密陽 参与官、31慶南道参与官、35江原道知事、37 民総力朝鮮聯盟徴兵後

全北道知事（一40）、45江原道知事、 援事業部長兼理事、国

民動員絡進会理事、大

義党幹部

1885 威南 早大通信教育、1910道書記、郡守、金融組合
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・
彬

彬
泰
泰
藤
ヂ
伊

・
甫

甫
源
源
家
李
李

李聖根・

金川聖

厳昌曼・

武永憲樹

・
男
泰
泰
兼

乗
村
萬

金
金
猷

・
弘

栃
基
基
永
李
松

李昌根・

平松昌根

劉鴻洵・

中原鴻洵

金大羽

・
憲

憲
文
文
本
宋
山

1886

1889

1887

1891

1887

1889

1888

1900

1889

1900

1892

京畿

威南

黄海

平南

慶北

京畿

レ
し
i

」
」
『
～

平
泰

南
城
平
平

忠北

平南

京畿

長、中枢院参議、1937黄海道知事（一39）

日本語学校卒、司税課長雇員、京畿道勧業課

長、威南道財務部長、忠南道内務部長、京畿

道参与官、1939江原道知事、40忠北道知事

元山源興日語学校卒、永興署翻訳官、総督府

警部、警視、京畿道刑事課長、郡守、総督府

学務局社会教育課長、1940全北道知事（一42）

全州育英学校卒、旧韓国巡検、総督府警部、

警視、平北道課長、威北道内務部長、1939忠

南道知事（一40）／朝鮮人初の高等課長

黄州日語・元山日語卒、黄州郵便電信所事務

員、1934総督府社会課長、慶南道参与官、40

全南道知事、43慶北道知事（一44）

日語学校卒、郡守、平南道参与官兼産業部長、

1939黄海道知事、42全北道知事

留日く青山学院、六高、東京帝大経済科・大

学院＞、総督府農商工部、慶北道聞慶郡守、

慶北道庶務課長・社会課長、1924総督府学務

局宗教課長、平北道参与官、30慶北道参与官

兼産業部長、32総督府社会課長、34平南道参

与官、39忠北道知事（一40）／愈吉溶の息子

留日〈明大中退＞、旧韓国郡主事、道主事、

総督府道書記、全北道鎮州郡守、1928道理事

官、平北道産業課長、京畿道産業課長、33開

城府ヂ、36黄海道参与官、39．12現在威北道

参与官兼内務部長、41忠南道知事（一42）

留日　く明大〉、1923高文試合格、慶北道参与

官、39．12現在京畿道参与官兼産業部長、

42忠北道知事、44．8慶北道知事

1943江原道知事

留日　〈九帝大工科＞、総督府社会教育課長、

1939．12現在全南道参与官兼内務部長、41頃

慶南道参与官兼産業部長、43全北道知事、45

慶北道知事／「皇国臣民の誓詞」唱和の進言

官立漢城外国語学校卒、傭人軍属、郡守、

1939．12現在江原道参与官兼産業部長、42．1

黄海道知事、42．10忠南道知事

1944朝鮮重要物資営団

監事

中枢院参議（勅任待遇）、

1945全北道知事

1944当時毎日申報社長、

臨戦報国団常務理事、

国民縛力朝鮮聯盟総務

部企画委員

1944総督府学務局長兼

中枢院書記官長

1943現在朝鮮石炭株式

会社理事

1941年頃より中枢院参

議（一44）、経学院副提

学、国民総力朝鮮聯盟

評議員、臨戦報国団評

議員

信貿易会社常務取締役、

警察後援会副会長、相

保貿易会社専務取締役
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1892 忠南 郡守、京畿道・威南道課長、平南道参与官、

1939．12現在威南道商工課長、43頃平南道産

業部長、44．8忠北道知事、1945忠南道知事

1891 慶南 留日く東帝大〉、総督府山林課、郡守、1939 中枢院参議、朝鮮奨学

居昌 全北参与官兼産業部長、1945全北道知事 会職業部長、国民動員

練進会理事、大義党員

1876 平南 平南道順川郡守、平南道参与官、1926江原道 臨戦報国団理事、国民

知事、27威北道知事、28黄海道知事（一29）、 絡力朝鮮聯盟理事

経学院大提学、33中枢院参議（一44）、勅撰貴

族院議員、44高陽郡守、45忠北道知事

弘
弘
在
永
朴
増

鄭然基・

草本然基

朴相駿・

朴澤相駿

（注1）表記は第2表に同じ。ただし、「留日」は日本内地の教育を受けた場合を含む。

（出所）第2表と同じ。

し
て
い
る
。
李
範
益
は
、
一
時
満
洲
に
ゆ
き
、
満
洲
国
の
省
長
や
参
議
府
参
議
と
な
る
な

ど
、
第
一
の
コ
ー
ス
を
た
ど
っ
た
官
吏
よ
り
、
退
職
後
の
道
が
多
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
「
転
身
」
の
事
実
は
、
第
二
の
タ
イ
プ
の
官
吏
の
方
が
、
実
務
能
力
に
長
け
て
い
た
こ

と
と
、
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
特
に
一
九
二
〇
年
代
と
の
比
較
で
い
え
ば
、
日
本
の
高
等
文
官
試
験
に
合
格
し
て
総
督

府
に
入
る
朝
鮮
人
官
吏
が
三
〇
年
代
に
急
増
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
高
文

試
に
合
格
し
て
総
督
府
に
入
っ
た
朝
鮮
人
の
第
一
号
は
、
李
昌
根
で
一
九
二
三
年
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
二
〇
年
代
に
は
李
昌
根
を
含
め
、
三
名
し
か
高
文
試
合
格
者
が
い
な
か
っ
た

の
が
、
三
一
年
に
は
三
名
、
三
二
年
に
は
二
名
、
そ
し
て
三
三
年
、
三
四
年
に
は
そ
れ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

れ
一
〇
名
以
上
の
高
文
試
合
格
組
の
朝
鮮
人
が
、
総
督
府
に
入
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
高
文
試
合
格
組
の
人
材
は
、
若
く
し
て
高
等
官
と
し
て
総
督
府
に
入
り
、
総

督
府
の
事
務
官
と
し
て
仕
事
を
こ
な
し
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
高
文
試
合
格
組
は
、
全

体
か
ら
み
る
と
決
し
て
多
く
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
後
の
韓
国
で
、
重
職
に
つ

い
て
い
っ
た
者
が
め
だ
つ
の
は
、
彼
ら
が
そ
の
時
代
に
近
代
的
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
し
て

の
能
力
を
備
え
た
貴
重
な
人
材
と
し
て
、
評
価
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
地
方
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
「
分
任
主
義
」
を
め
ざ
し
、
地
方
自
治
制
度

の
確
立
を
掲
げ
た
斎
藤
総
督
の
下
で
、
地
方
制
度
の
改
正
が
行
な
わ
れ
、
道
や
面
の
諮
問

機
関
を
設
け
る
こ
と
や
選
挙
制
度
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
施
行
に
い
た

る
の
は
一
九
三
一
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
三
三
年
四
月
か
ら
は
、
従
来
の
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諮
問
機
関
を
議
決
機
関
と
し
、
道
・
邑
面
に
法
人
格
を
付
与
す
る
と
い
う
こ
と
が
実
施
さ
れ
た
。
邑
は
従
来
「
指
定
面
」
と
し
て
重
視
し

て
い
た
面
を
邑
と
し
た
の
で
あ
る
。
邑
は
こ
れ
に
よ
り
、
ほ
と
ん
ど
府
に
近
い
扱
い
と
な
っ
た
。
邑
長
に
は
、
日
本
人
が
就
い
た
。
面
長

は
朝
鮮
人
が
こ
れ
に
就
い
て
い
た
が
、
次
第
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
日
本
人
も
就
く
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
日
本
人
面
長
は
面
長
全
体

か
ら
み
る
と
き
わ
め
て
少
数
で
あ
り
、
そ
れ
も
格
の
高
い
面
に
赴
任
し
た
。
一
九
二
二
年
八
月
の
地
方
官
制
改
正
で
面
長
中
五
〇
名
に
限

り
、
奏
任
官
待
遇
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
れ
ら
奏
任
官
に
と
り
た
て
ら
れ
た
面
長
は
、
総
督
府
行
政
官
や
警
察
や
軍
人
を
退
官
し

た
者
、
そ
の
地
方
に
お
い
て
特
に
名
望
が
あ
る
と
見
ら
れ
る
者
、
長
年
面
長
の
職
に
あ
り
功
績
を
認
め
ら
れ
た
者
な
ど
で
あ
っ
た
。
最
初

の
奏
任
官
面
長
四
六
名
中
一
五
名
が
日
本
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
五
名
の
内
、
七
名
が
元
警
察
・
軍
関
係
者
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
人
三
一
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
中
で
は
、
軍
人
出
身
者
が
一
名
い
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
地
方
に
つ
い
て
も
重
要
な
所
に
は
な
る
べ
く
日
本
人
を

就
け
て
い
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
地
方
行
政
が
日
本
の
掌
握
す
る
警
察
力
・
軍
事
力
と
密
接
不
可
分
で
進
め
ら
れ
て
い
た
状
態
が
う
か
が

え
る
。

　
以
上
に
見
る
よ
う
に
、
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
総
督
府
に
お
け
る
朝
鮮
人
官
吏
の
登
用
状
況
は
、
基
本
的
に
は
一
〇
年
代
二
〇
年
代
と

大
差
が
な
か
っ
た
。
日
本
の
と
つ
た
方
針
は
、
少
数
の
き
わ
め
て
親
日
的
態
度
を
明
ら
か
に
し
て
い
た
者
を
優
遇
し
続
け
る
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
地
方
自
治
と
い
い
な
が
ら
も
重
要
な
所
に
は
、
日
本
人
が
就
き
、
警
察
力
で
地
方
を
押
え
た
。
し
か
し
、
一
方
で
実
務
能
力
を

評
価
さ
れ
る
高
官
が
増
え
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
、
特
に
高
文
試
を
合
格
し
た
朝
鮮
人
が
こ
の
時
代
を
境
に
倍
増
し
た
こ
と
は
特
記
す
べ

き
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
（
二
）
　
日
中
戦
争
以
後
の
朝
鮮
人
官
吏

　
朝
鮮
人
官
吏
の
登
用
状
況
に
明
ら
か
な
変
化
が
見
ら
れ
る
の
は
、
一
九
三
七
年
七
月
の
日
中
戦
争
勃
発
以
降
で
あ
る
。
こ
の
時
代
、
日

本
は
戦
争
へ
と
突
き
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
時
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
、
戦
時
の
要
請
か
ら
日
本
人
の
人
材
が
逼
迫
す
る
状
態
と
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第4表　戦争末期の朝鮮人官吏の増減

！941年 1942年 1943年

日　　朝　（％） 日　　朝　（％） 日　　朝　（％）

朝鮮総督府勅任官
　　　　　　奏任官
　　　　　　判任官

　20　　－
328　　13（38）

1359　　94（6．5）

　18　　－
340　　15（4．2）

1356　108（7．4）

18　　－
381　　17（4．3）

887　　77（8。0）

逓信局　　　勅任官

　　　　　　奏任官

　　　　　　同待遇
　　　　　　判任官

　　　　　　同待遇

　2　　－
163　　2（1．2）

　7　　1（12．5）
3564　381（9．7）

　2　　－
　91　　2（2．2）

　8　　5（38．5）
4469　797（15，1）

　32　　11（25．6）

　2　　－
　65　　2（3．0）

　8　　4（33．3）
4039　1003（19．9）

　71　1300（94．8）

交通局　　　勅任官
（鉄道局）　奏任官

　　　　　　同待遇
　　　　　　判任官

　　　　　　同待遇

　7　　　－
195　　2（LO）
　16　　1（5．9）
4055　428（9．5）
781　　95（12．2）

　6　　－
103　　2（1．9）

　14　　1（6．7）
4081　482（10．6）

666　　88（1L7）

　9　　　－
258　　6（2．3）

　15　　　－
5063　596（10．5）

932　104（10．0）

専売局　　　勅任官
　　　　　　奏任官

　　　　　　同待遇
　　　　　　判任官
　　　　　　同待遇

　1　　　－
52　　3（5．5）

　3　　　－
914　363（28．4）

　9　　　一

　2　　－
47　　3（6．0）

　3　　－
858　359（29。5）

　9　　一

28　　2（6．7）

　2　　　－
691　353（33．8）

　4　　　一

道府郡島　　勅任官
　　　　　　奏任官
　　　　　　同待遇
　　　　　　判任官
　　　　　　同待遇

　　9　　5（35．7）

　213　220（50．8）

15792　9846（384）

　10　　8（44．4）
　355　262（42。5）

　199　　14（6．6）

1638012343（43．0）

1746　1142（39．5）

　10　　6（37．5）
　418　258（38．2）

　173　　12（6．5）

1444012202（45．8）

1331　1113（45．5）

道立医院　　勅任官
　　　　　　奏任官
　　　　　　判任官

　3　　－
159　　15（8．6）

143　　70（32．9）

　3　　－
161　　13（75）

137　　58（29．7）

　3　　－
149　　9（5．7）

126　　55（30．4）

税務官署　　勅任官
　　　　　　奏任官

　　　　　　判任官

　2　　－
48　　17（26．2）

961　942（49，5）

　2　　－
51　　16（23．9）

824　1042（55．8）

30　　15（33．3）

529　955（63．4）

裁判所・　勅任官
検事局・　奏任官
供託局　　　判任官

20　　　－
201　301（60，0）
614　284（31．6）

19　　－
312　　53（14．5）

611　299（32．9）

20　　　－
300　　73（19．6）

542　317（36．9）

刑務所　　　奏任官

　　　　　　同待遇
　　　　　　判任官

　　　　　　同待遇

　20　　　－
　28　　3（9．7）
108　　20（15．6）

1240　1137（47．8）

　20　　－
　32　　4（11．1）

137　　23（14．4）

1354　1105（44．9）

22　　　－
28　　7（20．0）

137　　25（15．4）

818　1431（63．6）

京城帝大　　勅任官
　　　　　　奏任官
　　　　　　判任官

54　　－
127　　－
135　　17（1L2）

55　　－
121　　－
128　　27（17．3）

62　　　－
121　　　－
95　　33（25．8）
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官公立専門　勅任官

学校　　　奏任官
　　　　　　判任官

7　　－
80　　5（5．9）

89　　10（10．1）

　9　　－
106　　5（4．5）

63　　7（10．0）

　9　　　－
104　　5（4．6）

56　　7（1L1）

師範学校　　勅任官

　　　　　　奏任官
　　　　　　判任官

57　　4（6．6）

292　　47（13．9）

62　　4（6．1）

309　　60（19．4）

　1　　－
92　　6（6，1）

380　　63（14．2）

中等学校　　奏任官

　　　　　　判任官

500　　14（2．7）

1996　238（10．7）

550　　13（2．3）

2192　328（130）

633　　19（2．9）

2085　412（16．5）

国民学校　　奏任官

　　　　　　判任官

　781　　96（10．9）

1294310001（43．6）

1173　193（14，1）

1044210927（51．1）

1085　183（16．9）

1030213038（55．9）

その他　　　勅任官

　　　　　　奏任官
　　　　　　判任官

　2　　　－
128　　7（5．2）

1741　611（26．0）

　3　　－
141　　5（3．4）

1833　678（27．0）

　3　　－
113　　5（4、2）

566　　99（14．9）

合計　　　　勅任官

　　　　　　奏任官
　　　　　　同待遇
　　　　　　判任官
　　　　　　同待遇

　127　　5（3．8）

3100　453（12．7）

　54　　5（8．5）
4370623352（34．8）

2030　1232（37．8）

　129　　8（58）
3733　586（136）
　256　　24（86）
4382027538（38．6）

3798　2355（38．3）

　137　　6（4．2）

3699　600（14，0）
　226　　23（9．2）

3993529235（423）
3156　3948（55．6）

総計 4901725047（33、8） 5133630511（37．3） 4715333812（41．8）

出所）　内務省管理局「朝鮮及毫湾同胞二封スル政治慮遇調査二關スル資料」く1944年12月＞所

収の「最近三箇年二於ケル朝鮮総督府及同所属官署員数比較対象表」（外務省外交史料館『本
邦内政関係雑件・植民地関係・5』）より作成。

な
り
、
朝
鮮
人
を
登
用
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
態
に
な
っ
た
の
で

あ
る
。

　
第
1
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
、
朝
鮮
人
官
吏
の

人
数
の
前
年
比
伸
び
率
は
、
年
率
五
％
内
外
で
あ
っ
た
の
が
、

一
九
三
七
年
に
は
一
〇
・
九
％
、
三
八
年
に
は
八
・
九
％
、
三

九
年
に
は
一
五
・
二
％
、
四
〇
年
に
は
二
〇
・
四
％
と
急
増
し

て
い
る
。
全
体
に
占
め
る
朝
鮮
人
官
史
の
割
合
も
、
そ
れ
ま
で

三
六
％
程
度
で
あ
っ
た
の
が
、
一
九
三
九
年
に
は
、
三
九
・
三

％
、
四
〇
年
に
は
四
一
・
九
％
、
四
二
年
に
は
四
四
・
五
％
と

増
大
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
増
加
は
主
と
し
て
、
判
任
官
以
下
の
下
級
官
吏
に

お
け
る
朝
鮮
人
の
増
大
に
よ
る
。
第
4
表
を
み
る
と
、
一
九
四

一
年
か
ら
四
三
年
ま
で
で
、
い
っ
た
い
ど
の
部
門
に
朝
鮮
人
が

増
え
て
い
る
か
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
特
に
増
大
が
著

し
い
の
が
、
逓
信
局
の
判
任
官
及
び
同
待
遇
、
中
等
学
校
と
国

民
学
校
の
判
任
官
ク
ラ
ス
の
人
員
で
あ
る
。
道
府
郡
島
の
判
任

官
及
び
同
待
遇
で
も
、
朝
鮮
人
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。
税
務

官
署
、
裁
判
所
な
ど
の
部
門
で
も
、
日
本
人
が
減
少
し
、
相
対

的
に
朝
鮮
人
の
割
合
が
上
昇
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
鉄
道
局
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で
は
、
日
本
人
の
増
加
ほ
ど
朝
鮮
人
の
人
員
が
増
え
て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
中
央
で
は
相
変
わ
ら
ず
朝
鮮
人
は
少
な
か
っ
た
が
、
地
方

で
は
判
任
官
お
よ
び
同
待
遇
ク
ラ
ス
の
朝
鮮
人
官
吏
が
急
増
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
鉄
道
局
の
よ
う
に
、
技
術
が
必
要
で
、
戦
略
的
に
重

要
性
を
持
つ
職
に
は
、
い
か
に
急
を
告
げ
る
情
勢
で
あ
っ
て
も
、
朝
鮮
人
官
吏
は
簡
単
に
は
増
え
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
鉄
道
局
で
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

こ
れ
以
下
の
レ
ベ
ル
の
人
員
に
は
、
こ
の
時
代
朝
鮮
人
が
急
増
し
て
い
る
。
朝
鮮
人
官
吏
は
、
文
字
ど
お
り
、
皇
民
化
政
策
の
末
端
を
担

う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
判
任
官
の
登
用
は
主
と
し
て
二
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
第
一
は
、
雇
員
等
の
下
級
官
吏
か
ら
昇
進
す
る
場
合
で
、
第
二
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

普
通
文
官
試
験
を
通
っ
て
採
用
さ
れ
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
普
文
試
験
は
学
歴
制
限
が
な
く
、
独
学
で
受
験
す
る
者
も
多
か
っ
た
。
受
験

者
の
多
く
は
、
「
官
吏
」
を
め
ざ
し
て
独
学
で
勉
強
す
る
若
者
か
、
行
政
、
警
察
、
鉄
道
な
ど
の
ノ
ン
・
キ
ャ
リ
ア
の
下
級
官
吏
で
あ
っ

（
9
）た
。
普
文
試
験
は
当
然
日
本
人
も
受
け
、
倍
率
は
一
〇
倍
近
く
に
な
る
と
い
う
難
関
で
あ
っ
た
。
受
験
科
目
と
し
て
憲
法
、
民
法
等
の
法

律
を
は
じ
め
、
地
理
、
歴
史
、
国
語
（
日
本
語
）
、
算
術
等
が
設
定
さ
れ
、
経
済
や
英
語
も
選
択
で
受
験
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
普
文

試
験
を
受
け
た
者
は
、
恵
ま
れ
な
い
環
境
の
下
で
「
出
世
」
を
夢
み
て
こ
れ
ら
の
受
験
勉
強
に
励
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
関
門
を
通
り
、

官
吏
と
し
て
の
実
務
で
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
上
を
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
た
人
材
が
、
一
九
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
に
は
確
実
に
増
え
て
い

た
。
特
に
、
戦
時
の
非
常
時
体
制
で
、
日
本
人
が
戦
争
に
か
り
出
さ
れ
る
と
、
実
務
能
力
の
あ
る
朝
鮮
人
官
吏
の
人
材
の
要
請
が
増
大
し

て
い
っ
た
。
そ
う
し
た
要
請
に
応
え
る
べ
く
一
九
三
六
年
九
月
に
は
、
朝
鮮
総
督
府
地
方
官
養
成
所
規
定
が
発
布
さ
れ
、
判
任
文
官
の
資

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
m
）

格
が
あ
る
者
に
対
し
、
一
年
間
教
育
を
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
。
日
本
の
支
配
に
迎
合
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
特
殊
な
状
況
で
あ
っ
た

に
せ
よ
、
明
ら
か
に
旧
時
代
の
支
配
層
と
は
異
な
る
実
務
能
力
を
持
っ
た
官
僚
群
が
増
大
し
て
い
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
動
き
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
朝
鮮
人
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て
は
、
時
を
経
る
に
し
た
が
っ
て
そ
の
要
請
の
声
が
高
ま
り
、

い
く
つ
か
の
試
み
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
南
次
郎
総
督
の
時
代
に
な
っ
て
、
「
内
鮮
一
体
」
が
叫
ば
れ
る
中
、
ま
ず
朝
鮮
人
官

吏
の
初
任
給
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
。
ま
た
一
九
三
七
年
一
二
月
付
で
朝
鮮
人
参
与
官
の
命
萬
兼
（
忠
清
南
道
）
、
李
鍾
股
（
全
羅
北
道
）
、
洪
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鍾
國
（
江
原
道
）
、
張
憲
根
（
威
境
北
道
）
の
四
名
が
勅
任
官
に
昇
進
し
た
。
こ
れ
ら
は
「
内
鮮
一
艦
を
建
前
と
す
る
南
人
事
の
最
初
の
ゼ

　
　
　
（
n
）

ス
チ
ユ
ア
」
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
朝
鮮
人
の
待
遇
改
善
と
い
う
こ
と
が
議
論
に
の
ぼ
る
こ
と
自
体
、
実
際
に
は
暗
然
と
し
た
差
別
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
他

な
ら
な
い
。
加
俸
問
題
は
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
の
課
題
と
し
て
、
再
三
論
議
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
し
、
司
法
官
、
行
政
官
、
警
察
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
2
）

な
ど
、
制
度
上
は
と
も
か
く
、
「
不
文
律
的
に
内
鮮
人
問
を
超
え
得
べ
か
ら
ざ
る
一
線
」
が
存
在
し
た
。
先
に
勅
任
官
に
昇
進
し
た
四
名

は
、
官
吏
と
し
て
特
に
優
秀
な
実
績
を
収
め
て
い
た
と
は
い
え
な
い
。
魚
萬
兼
な
ど
は
、
禽
吉
溶
の
息
子
と
い
う
こ
と
で
、
一
目
お
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
3
）

て
は
い
た
も
の
の
、
自
ら
が
実
務
を
き
ち
ん
と
こ
な
す
タ
イ
プ
で
は
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
参
与
官
と
い
う
職
が
「
床
の
問
の
飾
物
然
た

　
　
（
14
）

る
存
在
」
と
さ
れ
、
実
質
的
に
は
ほ
と
ん
ど
何
も
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
九
三
七
年
当
時
の
二
二
名
の
参
与
官
中
、
先
の
四
名
を
除
く
四

名
が
、
道
の
産
業
部
長
を
兼
任
し
て
お
り
、
事
務
官
と
し
て
の
仕
事
を
こ
な
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
こ
と
か
ら
見
て
も
、
勅
任
官
昇
進
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

文
字
ど
お
り
「
ゼ
ス
チ
ユ
ア
」
で
あ
り
、
ほ
ん
の
少
数
の
上
層
指
導
階
級
を
懐
柔
し
、
一
般
民
衆
の
宣
撫
に
利
用
す
る
政
策
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
戦
局
の
推
移
に
と
も
な
い
、
中
央
集
権
的
支
配
・
統
制
体
制
は
ま
す
ま
す
強
ま
っ
た
。
太
平
洋
戦
争
末
期
の
一
九
四
三
年
一
二
月
に
は
、

総
督
府
で
は
産
業
行
政
の
機
構
を
戦
争
一
本
に
集
中
す
る
た
め
、
機
構
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。
朝
鮮
に
は
、
食
糧
の
増
産
、
軍
需
物
資
の

開
発
増
産
、
海
陸
輸
送
力
の
増
強
、
徴
兵
そ
の
他
の
人
的
資
源
の
活
用
が
至
上
の
命
題
と
し
て
課
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
遂
行
す
る
た
め
、

役
所
の
機
構
を
簡
素
化
し
一
元
的
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
一
一
局
と
官
房
の
う
ち
、
総
務
、
司
政
、
殖
産
、
農

林
、
鉄
道
、
専
売
の
六
つ
を
廃
し
、
鉱
工
、
農
商
、
交
通
の
三
局
と
し
た
。
ま
た
地
方
で
は
、
税
務
監
督
局
、
営
林
署
、
土
木
出
張
所
、

穀
物
検
査
所
等
は
全
廃
し
、
道
に
一
本
化
さ
れ
る
処
置
が
と
ら
れ
た
。
こ
う
し
て
、
戦
争
遂
行
に
貢
献
す
る
た
め
、
一
元
的
な
生
産
力
拡

充
推
進
政
策
が
と
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
か
つ
て
の
日
本
人
総
督
府
官
吏
は
こ
れ
を
「
最
も
非
正
常
的
な
決
戦
機
構
の
確
立
」
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

一
九
四
二
⊥
二
年
に
は
、
「
行
政
機
構
そ
の
他
諸
般
に
わ
た
る
平
常
な
る
政
策
の
運
営
は
殆
ど
不
可
能
の
状
態
」
に
な
っ
た
と
い
う
。
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問
題
は
こ
う
し
た
官
制
改
革
に
と
も
な
う
厳
し
い
中
央
統
制
政
策
を
朝
鮮
人
下
級
官
吏
や
民
衆
が
い
か
に
受
け
と
め
て
い
た
か
、
換
言

す
る
と
、
中
央
統
制
が
い
か
に
地
方
に
浸
透
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、
当
時
の
資
料
を
見
る
限
り
、
満
洲
国
の
場
合
と
は

対
照
的
で
あ
る
。
満
洲
国
で
は
、
日
本
人
官
吏
を
通
じ
て
、
中
央
の
命
令
で
地
方
を
動
か
そ
う
と
し
た
も
の
の
、
そ
れ
は
困
難
を
き
た
し

（
1
7
）た
。
と
こ
ろ
が
朝
鮮
の
場
合
は
、
逆
に
、
中
央
統
制
が
ゆ
き
わ
た
り
す
ぎ
て
、
地
方
の
政
治
が
停
滞
し
た
り
、
過
度
な
負
担
を
民
衆
に
強

い
て
い
る
こ
と
へ
の
危
惧
が
、
報
告
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
当
時
の
雑
誌
上
で
、
「
上
か
ら
の
命
令
を
引
写
し
て
の
地
方
行
政
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

地
方
の
牧
民
官
は
ロ
ボ
ッ
ト
と
化
し
て
濃
刺
た
る
施
政
の
運
用
は
困
難
に
な
る
傾
向
に
在
る
」
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
内
務
省
の

嘱
託
が
戦
争
末
期
に
朝
鮮
の
民
情
動
向
と
邑
面
行
政
の
調
査
を
し
た
報
告
書
に
は
、
戦
局
の
進
展
に
と
も
な
い
、
民
衆
の
負
担
が
過
大
に

な
り
、
不
信
感
を
生
じ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
で
は
昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
年
頃
よ
り
「
韓
國
以

上
」
（
旧
韓
国
以
上
に
ひ
ど
い
ー
筆
者
）
と
い
う
合
言
葉
が
民
間
に
流
行
し
た
。
戦
局
の
進
展
に
と
も
な
う
食
糧
、
貯
蓄
、
労
務
の
供
出
が
激

し
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
だ
が
、
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
な
民
衆
の
「
疑
惑
、
反
感
」
を
背
景
と
し
な
が
ら
も
、
政
策
が
貫

徹
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
報
告
書
で
は
、
「
外
形
ト
結
果
二
於
テ
ハ
上
部
ノ
意
圖
ハ
殆
ン
ド
第
一
線
末
端
機
關
二
滲
透

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
！
9
）

シ
從
ツ
テ
第
一
線
ノ
官
公
吏
亦
聖
戦
完
途
二
奪
闘
シ
ツ
ツ
ア
ル
ノ
ガ
其
ノ
現
状
」
と
見
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
一
方
、
報
告
書
は
総
督
政

治
に
対
す
る
疑
惑
や
不
平
、
不
満
を
生
み
出
す
よ
う
な
構
造
を
批
判
的
に
描
く
。
す
な
わ
ち
、
本
府
が
地
方
の
実
情
に
通
じ
な
い
上
に
、

道
官
吏
は
本
府
の
官
吏
よ
り
質
が
低
く
本
府
の
命
令
を
そ
の
ま
ま
郡
に
か
ぶ
せ
る
。
郡
や
邑
面
の
職
員
は
知
識
不
足
で
、
そ
の
命
令
を
検

討
し
な
い
ま
ま
民
衆
に
強
制
す
る
と
い
う
構
造
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
結
果
、
民
衆
に
上
層
部
の
意
図
以
上
に
重
い
負
担
を
強
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

一
般
の
民
衆
は
官
の
要
請
に
追
い
つ
か
な
い
状
態
に
あ
り
、
こ
れ
が
疑
惑
や
反
感
を
招
い
て
い
る
、
と
す
る
。
中
央
集
権
的
官
僚
機
構
が
、

末
端
ま
で
統
制
を
貫
徹
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
弊
害
が
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
朝
鮮
の
中
央
集
権
的
官
僚
機
構
に
よ
る
支
配
は
、
地
方
ま
で
貫
徹
し
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
満
洲
と
比
較
し
た
場

合
そ
の
違
い
は
際
だ
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
こ
か
ら
こ
う
し
た
違
い
が
生
ま
れ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
は
や
は
り
在
来
社
会
の
違
い
と
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い
う
点
を
考
慮
に
入
れ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
二
章
で
も
分
析
し
た
よ
う
に
朝
鮮
の
場
合
、
満
洲
と
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

行
政
の
単
位
が
小
さ
く
、
か
つ
地
方
の
行
政
単
位
に
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
権
限
が
あ
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
旧
中
国
の
場
合
、
事
実
上
の

行
政
単
位
で
あ
る
省
が
、
「
王
国
」
と
い
わ
れ
る
程
権
限
を
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
省
が
そ
の
下
の
行
政
単
位
で
あ
る
県
を
完
全
に
掌

握
し
き
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
方
朝
鮮
は
、
早
く
か
ら
中
央
集
権
的
官
僚
体
制
が
発
達
し
、
き
わ
め
て
強
固
な
中
央
集
権
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
21
）

シ
ス
テ
ム
の
貫
徹
し
た
社
会
で
あ
っ
た
。
中
問
的
行
政
機
構
の
権
限
が
両
者
で
は
決
定
的
に
違
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
日
本
の

統
治
政
策
と
い
う
面
か
ら
み
れ
ば
、
小
さ
い
半
島
で
あ
っ
た
朝
鮮
の
方
が
、
官
僚
機
構
で
統
制
す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
っ
た
の
は
当
然
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
満
洲
国
が
ま
が
り
な
り
に
も
「
独
立
国
」
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
朝
鮮
は
日
本
が
「
併
合
」
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
当

初
よ
り
、
現
地
の
さ
ま
ざ
ま
な
権
限
を
奪
取
し
、
中
央
統
制
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
露
骨
に
力
を
注
ぐ
こ
と
が
で
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
統
制
体
制
の
違
い
が
最
も
顕
在
化
し
た
の
は
、
戦
争
末
期
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
は
貯
蓄
や
食
糧
の
供
出
と
い
う
面
で
、
き
わ

め
て
「
良
好
な
」
成
績
を
収
め
た
。
総
督
府
の
朝
鮮
人
官
吏
達
は
、
皇
民
化
政
策
や
国
民
総
力
運
動
の
一
端
を
担
う
担
い
手
と
な
っ
た
の

で
あ
っ
た
。

　
（
1
）
　
齋
藤
實
文
書
の
中
に
は
、
朝
鮮
人
高
官
に
つ
い
て
儒
教
の
派
閥
を
も
明
示
し
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
た
と
え
ば
「
中
枢
院
議
員
に
関
す
る
調

　
　
書
」
会
九
二
四
年
二
月
末
現
在
〉
［
『
齋
藤
實
文
書
』
七
四
ー
五
］
、
「
朝
鮮
貴
族
略
歴
」
［
『
齋
藤
文
書
』
一
〇
〇
　
三
］
な
ど
）
。

　
（
2
）
　
「
事
務
担
任
参
議
官
成
績
調
」
（
『
齋
藤
實
文
書
』
七
四
－
五
）
。

　
（
3
）
　
鐡
騎
生
・
前
掲
「
官
吏
哲
学
・
六
」
、
三
七
頁
。

　
（
4
）
　
中
枢
院
を
辞
し
、
事
業
を
始
め
て
失
敗
し
た
者
の
中
に
、
宋
乗
唆
が
い
る
。
宋
は
旧
韓
国
時
代
に
、
農
商
工
部
大
臣
、
内
部
大
臣
等
の
職
に
あ

　
　
り
、
李
完
用
、
朴
泳
孝
に
次
ぐ
大
物
政
治
家
で
あ
っ
た
。
併
合
後
は
爵
位
も
受
け
、
中
枢
院
の
顧
問
に
な
っ
た
が
、
一
九
一
二
年
末
に
病
気
を
理
由

　
　
に
辞
職
し
た
。
や
め
る
前
に
朝
鮮
の
行
政
に
関
し
、
意
見
書
を
提
出
し
て
い
る
。
意
見
書
で
は
、
朝
鮮
に
内
地
と
同
様
の
施
政
を
行
な
う
こ
と
に
疑

　
　
問
を
呈
し
、
朝
鮮
人
住
民
に
配
慮
の
な
い
産
業
政
策
や
、
重
要
な
地
位
を
日
本
人
が
占
め
て
い
る
状
態
を
改
正
し
、
区
長
か
ら
道
参
事
官
ま
で
民
選

　
　
に
す
る
こ
と
、
朝
鮮
人
の
言
論
の
自
由
を
保
障
す
る
こ
と
等
の
提
言
を
示
し
て
い
る
（
「
所
感
・
宋
乗
唆
意
見
書
」
〈
一
九
二
〇
年
八
月
〉
［
『
齋
藤
實

　
　
文
書
』
一
〇
四
⊥
一
六
］
、
「
宋
乗
唆
意
見
書
」
［
『
齋
藤
實
文
書
』
一
〇
四
－
一
四
］
）
。
宋
は
他
に
も
総
督
府
の
政
治
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
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改
革
案
を
寄
せ
て
い
た
。
（
「
伯
爵
宋
乗
唆
ノ
動
静
二
関
ス
ル
件
」

う
け
い
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。

（
5
）

（
6
）

（
7
）

（
8
）

（
9
）

（
1
0
）

（
n
）

（
1
2
）

（
1
3
）

　守人
（
14
）

（
1
5
）

（
1
6
）

（
1
7
）吏
と
関
東
軍
の
中
央
集
権
化
政
策
の
展
開
」
、

（
1
8
）

（
1
9
）

（
2
0
）

（
2
1
）

　
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　
が
確
立
し
、

『
齋
藤
實
文
書
』
　
一
〇
〇
1
九
ー
（
1
）
］
）
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
意
見
は
全
く

橋
谷
・
前
掲
論
文
、
一
四
四
頁
。

「
奏
任
待
遇
面
長
の
略
歴
」
（
『
朝
鮮
行
政
』
第
二
巻
第
三
号
、
一
九
二
三
年
三
月
）
一
三
六
－
二
二
九
頁
。

鄭
在
貞
・
前
掲
論
文
、
　
四
四
一
－
四
四
二
頁
（
日
本
語
版
、
　
三
四
六
⊥
二
四
八
頁
）
。

橋
谷
・
前
掲
論
文
、
　
一
四
五
頁
。

同
前
、
　
一
四
六
頁
。

前
掲
・
『
施
政
三
十
年
史
』
、
　
四
三
〇
　
四
三
一
頁
。

須
麻
守
人
「
朝
鮮
官
僚
論
（
一
一
）
」
（
『
朝
鮮
行
政
』
第
二
巻
第
二
号
、
　
］
九
三
八
年
二
月
）
　
八
四
頁
。

同
前
、
　
八
五
頁
。

愈
萬
兼
は
雑
誌
の
人
物
評
で
「
親
の
七
光
り
で
総
督
府
課
長
二
度
」
、
「
義
理
に
も
能
吏
と
は
申
上
げ
か
ね
る
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
（
須
麻

「
朝
鮮
官
僚
論
（
二
一
）
」
（
『
朝
鮮
行
政
』
第
二
巻
第
二
号
、
一
九
三
九
年
六
月
）
七
七
頁
、
橋
谷
・
前
掲
論
文
、
　
一
四
四
－
一
四
五
頁
。

須
麻
・
前
掲
「
朝
鮮
官
僚
論
（
二
）
」
、
　
八
四
頁
。

小
暮
泰
用
「
復
命
書
」
〈
一
九
四
四
年
七
月
一
一
二
日
〉
（
外
務
省
外
交
史
料
館
『
本
邦
内
政
関
係
雑
件
・
植
民
地
関
係
・
2
』
所
収
）
。

近
藤
劔
一
「
補
記
」
（
前
掲
『
朝
鮮
総
督
府
官
制
と
そ
の
行
政
』
）
八
六
頁
。

満
洲
国
史
刊
行
会
編
『
満
洲
国
史
・
各
論
』
、
満
蒙
同
胞
援
護
会
、
一
九
七
一
年
、
　
一
六
六
ー
一
六
七
頁
、
　
拙
稿
「
「
満
洲
国
」
の
中
国
人
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
－
七
二
頁
。

布
施
龍
一
郎
「
新
機
構
の
横
顔
（
一
）
」
（
『
朝
鮮
行
政
』
第
二
一
巻
第
一
二
号
、
一
九
四
二
年
一
二
月
）
三
〇
頁
。

前
掲
・
小
暮
泰
用
「
復
命
書
」
。

同
前
。

丁
時
采
に
よ
れ
ば
、
朝
鮮
の
官
僚
制
度
は
三
国
時
代
後
期
よ
り
形
成
さ
れ
た
が
、
「
絶
対
的
官
僚
制
度
」
が
確
立
し
た
の
は
、
李
氏
朝
鮮
時
代

　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
司
法
・
立
法
・
行
政
が
未
分
化
な
「
専
制
国
家
的
官
僚
体
制
」
で
あ
っ
た
が
、
中
央
の
地
方
に
対
す
る
指
揮
監
督
体
制

　
　
　
発
展
し
た
と
い
う
（
丁
時
采
・
前
掲
書
、
　
一
七
八
ー
一
八
二
頁
）
。
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四
　
終
戦
－
総
督
府
官
吏
の
そ
の
後
1

朝鮮総督府の朝鮮人官吏

　
一
九
四
五
年
八
月
一
五
日
、
日
本
の
敗
戦
と
い
う
形
で
戦
争
が
終
わ
り
、
朝
鮮
半
島
か
ら
日
本
が
引
き
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
朝
鮮

総
督
府
の
官
吏
と
し
て
登
用
さ
れ
た
者
が
、
解
放
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
問
題
は
、
総
督
府
の
統
治
の
性
質
と
い
う
点

を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
分
析
の
延
長
線
上
で
判
明
し
た
い
く
つ
か
の
事
実
を
指
摘
す
る
に

と
ど
め
、
本
格
的
分
析
は
後
に
譲
る
。

　
満
洲
国
の
場
合
、
大
臣
ク
ラ
ス
の
中
国
人
は
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
た
。
そ
の
他
の
者
も
、
体
制
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
困
難
な
戦
後

を
過
ご
し
た
。
若
干
の
者
を
除
い
て
、
戦
後
の
行
方
は
わ
か
ら
な
い
が
、
解
放
後
の
中
国
で
政
治
的
に
力
を
持
っ
た
者
を
探
す
の
は
困
難

　
　
（
1
）

で
あ
る
。
朝
鮮
総
督
府
の
官
吏
の
場
合
、
相
当
多
く
の
者
が
、
戦
争
の
韓
国
の
政
治
を
担
う
層
と
な
っ
て
い
っ
た
。
無
論
、
戦
後
「
親
日

派
」
と
し
て
公
的
な
断
罪
の
対
象
に
さ
れ
た
者
も
い
た
が
、
数
か
ら
見
る
と
少
数
で
、
最
も
象
徴
的
な
親
日
的
人
物
だ
け
が
そ
の
対
象
と

な
っ
た
。
し
か
も
「
反
民
族
行
為
処
罰
法
」
が
韓
国
の
国
会
を
通
っ
た
の
は
一
九
四
八
年
九
月
で
、
そ
れ
ま
で
に
朝
鮮
半
島
の
解
放
後
の

政
治
情
勢
の
大
枠
が
確
定
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。
こ
の
法
案
に
よ
り
、
受
爵
者
、
中
枢
院
副
議
長
・
顧
問
・
参
議
、
勅
任
官
以
上
の
官
吏
、

道
、
府
の
議
員
、
官
公
吏
と
し
て
民
族
に
対
し
害
を
く
わ
え
た
者
、
な
ど
は
一
〇
年
以
下
の
懲
役
、
一
五
年
以
下
の
公
民
権
停
止
と
さ
れ

　
　
　
　
　
　
（
2
）

る
こ
と
と
な
っ
た
。
道
知
事
や
道
参
事
官
ク
ラ
ス
の
官
吏
は
、
大
方
そ
の
対
象
と
さ
れ
た
が
、
先
の
表
で
掲
げ
た
道
知
事
・
参
事
官
の
中

で
、
実
際
に
逮
捕
さ
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
は
、
朴
重
陽
、
張
憲
植
、
鄭
僑
源
、
孫
永
穆
、
李
源
甫
、
李
聖
根
、
厳
昌
曼
、
金
大
羽

　
　
　
　
（
3
）

な
ど
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
日
本
統
治
時
代
に
特
に
重
職
に
就
い
た
者
に
対
す
る
こ
う
し
た
公
的
追
放
が
な
さ
れ
る
以
前
に
、
総
督
府
時
代
の
官
吏
を
改

め
て
登
用
し
、
解
放
後
の
政
治
に
利
用
す
る
こ
と
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
解
放
後
南
朝
鮮
に
入
り
南
鮮
過
渡
政
府
を
樹
立
し
た
米
軍
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

総
督
府
の
機
構
を
継
承
し
、
旧
総
督
府
官
吏
を
再
任
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
米
軍
政
府
の
朝
鮮
人
官
吏
の
最
も
多
く
が
、
か
つ
て
の
総
督
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第5表　1939年12月の総督府高等官中解放後の経歴が確認できた者

生年 出身 経歴 解放後の職

崔夏永 1907 京畿 留日　〈東帝大卒＞、1933高文試合 1945米軍政庁農商局長、46天一製

格、本府内務局地方課事務官、43 薬㈱取締役、51審計院事務局長、

本府総務局調査課長 56審計院長

崔景烈・ 1905 平南 留日　く京都帝大＞、1929総督府技 1946過渡政府土木部長、48内務部

朝山あき 順川 師、38本府内務局土木課技師、39 建設局長、52ソウル大工科大学優

ら 同局京城府土木出張所技師、44運 待教授、61．5国家再建最高会議企

輸局技師 画委員会再建企画分科委員、61．9

中央経済委員会委員

聞漢植 1897 忠北 京城工業専門学校、総督府技手・ 1948頃李政権ソウル建設局長、

堤川 技師、1939現在本府内務局土木出 1957内務部土木局長、韓国電力公

張所技師、40．9釜山土木出張所、 団社長

運輸局技師、局長

林文碩 1903 慶北 京城帝大法文学部卒、 1950大邸弁護工会会長、58．5第4

1936宣川郡守、39全北道内務部地 代民議員（民主党）、60．7第5代民

方課長、44忠南道産業部長 議員、61．5民主党企画委員

李海翼 1905 ソウ 留日　く東北帝大法＞、1933高文試 1947自由新聞取締役、48内務部地

ノレ・ 合格、黄海道新渓郡守、黄州郡守、 方局長、50京畿道知事（一52）、60．

全州 39現在黄海道農村振興課長、 5農林部長官（60．8）、61大韓塩業

李氏 43開城府ヂ、京畿道内務局長？ ㈱会長

韓鍾建 1902 慶南 留日　〈京都帝大法＞、1932高文試 米軍政庁警察部長、弁護士、1960

合格、総督府地方官、39現在黄海 第5代民議員

道保安課長、慶南道財政部長

韓東錫 1906 威北 京城帝大卒、1934高文試合格、 中央物資行政処次長、中央経済委

39現在威南道巡査教習所長 員会事務局次長、1951．5総務処長

（一53．ll）、54．5第3代民議員

金永祥 1906 1929高文試合格、39現在京城府財 1954．5第3代民議員、58落選

政部長

（注1）表記は第2表に同じ。ただし、「留日」は日本内地の教育を受けた場合を含む。

（出所）　「朝鮮総督府高等官一覧表」〈1939年12月20日現在＞（『朝鮮行政』第19巻第1号、1940年1月）、橋谷

　・前掲論文、p．143、外務省アジア局監修、霞関会編『現代朝鮮人名辞典』、世界ジャーナル社、1962年、

『大韓民國人事録』、内外弘報社、1949年、“Who’s　Who　in　South　Korea　Interim　Government”vol，1，

vol2，などより作成。
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朝鮮総督府の朝鮮人官吏

府
官
吏
で
あ
っ
た
。
入
手
し
た
過
渡
政
府
の
朝
鮮
人
官
吏
の
A
か
ら
ー
ま
で
の
名
簿
に
よ
れ
ば
、
総
数
一
四
二
名
中
七
〇
名
以
上
が
総
督

府
官
吏
の
経
歴
を
持
つ
こ
と
が
確
認
で
き
、
弁
護
士
や
東
拓
社
員
、
満
洲
国
官
吏
な
ど
総
督
府
官
吏
に
準
ず
る
者
を
加
え
る
と
一
〇
〇
名

　
　
　
　
　
（
5
）

近
く
に
も
な
る
。

　
米
軍
政
が
旧
総
督
府
官
吏
を
大
量
に
再
雇
用
し
て
い
る
の
な
ら
、
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
李
承
晩
政
権
に
と
っ
て
、
「
親
日
派
」
の
断
罪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

に
乗
り
出
す
こ
と
は
、
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
、
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
第
5
表
は
、
一
九
三
九
年
一
二
月
に
お
け
る

総
督
府
の
朝
鮮
人
高
等
官
一
覧
の
中
か
ら
、
解
放
後
の
経
歴
を
確
認
で
き
た
者
の
一
覧
で
あ
る
。
三
九
年
一
二
月
の
朝
鮮
人
高
等
官
は
五

〇
名
で
あ
っ
た
が
、
確
認
で
き
た
八
名
は
、
い
ず
れ
も
そ
の
中
で
も
超
エ
リ
i
ト
の
経
歴
を
持
つ
者
で
あ
る
。
数
は
少
な
い
が
、
高
等
官

中
の
「
生
き
残
り
組
」
の
傾
向
が
は
っ
き
り
出
て
い
る
。
ま
ず
、
高
等
文
官
試
験
合
格
者
が
め
だ
つ
。
三
九
年
の
高
文
試
合
格
者
二
二
名

中
五
名
が
確
認
で
き
た
。
そ
し
て
高
文
試
合
格
組
以
外
で
生
き
残
っ
た
の
は
、
技
師
で
あ
る
。
総
督
府
に
お
い
て
「
技
師
」
と
い
う
職
は
、

「
高
等
官
」
に
相
当
し
た
。
李
承
晩
政
権
は
技
術
者
を
生
か
し
利
用
す
る
方
針
で
、
前
述
の
「
反
民
族
行
為
処
罰
法
」
に
お
い
て
も
、
日

本
時
代
に
高
等
官
三
等
以
上
の
官
公
吏
は
当
該
法
の
公
訴
時
効
経
過
前
に
は
公
務
員
と
し
て
任
命
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

「
技
術
官
は
除
外
す
る
」
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。
二
人
の
技
師
は
、
そ
の
技
術
に
よ
っ
て
李
承
晩
政
権
の
中
枢
に
入
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

こ
こ
か
ら
見
る
限
り
、
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
と
技
師
が
解
放
後
、
政
治
的
命
脈
を
保
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
中
央
の
高
等
官
以
上
に
、
地
方
の
官
吏
、
下
級
官
吏
の
方
が
政
治
的
混
乱
の
中
で
そ
の
ま
ま
残
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

解
放
後
も
、
地
方
の
行
政
機
構
は
基
本
的
に
は
維
持
さ
れ
、
か
つ
て
の
官
吏
の
多
く
が
こ
れ
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
先
の
過

渡
政
府
の
朝
鮮
人
官
吏
の
名
簿
の
経
歴
を
み
て
も
、
総
督
府
時
代
の
地
方
と
同
じ
地
方
で
、
だ
い
た
い
同
じ
よ
う
な
職
種
の
ポ
ス
ト
に
採

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

用
さ
れ
て
い
る
者
が
多
い
。
総
督
府
時
代
の
「
経
験
」
と
「
専
門
性
」
が
重
視
さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
一
九
三
〇
年
代
・
四
〇
年
代
に
日
本
の
統
治
下
で
増
大
し
て
い
っ
た
朝
鮮
人
の
総
督
府
官
吏
群
は

解
放
後
の
韓
国
の
政
治
の
担
い
手
と
し
て
貴
重
な
人
材
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
無
論
、
解
放
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後
の
朝
鮮
半
島
に
は
、
日
本
統
治
以
外
の
要
素
が
多
く
入
り
込
ん
で
い
る
。
海
外
で
独
立
運
動
を
行
な
っ
て
い
た
者
が
帰
国
し
た
し
、
米

軍
の
影
響
も
大
き
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
要
素
が
相
侯
っ
て
戦
後
の
朝
鮮
半
島
の
歴
史
を
形
成
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て

は
、
ま
た
稿
を
改
め
て
分
析
し
て
ゆ
き
た
い
。

　
（
1
）
中
国
人
で
満
洲
国
の
大
臣
ク
ラ
ス
の
重
職
に
就
い
た
者
は
、
終
戦
後
そ
っ
く
り
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
前
後
に
な
っ
て
か
ら
、
中
国

　
　
に
帰
国
し
、
収
容
所
に
入
り
、
「
思
想
改
造
」
教
育
を
施
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
で
も
高
丞
現
『
偽
満
人
物
－
偽
総
理
大
臣
秘
書
官
の
回
憶
ー
』
、

　
　
長
春
市
地
方
史
編
纂
委
員
会
〈
長
春
〉
、
　
一
九
八
八
年
、
な
ど
か
ら
若
干
の
ケ
ー
ス
が
判
明
し
た
。
あ
く
ま
で
個
人
的
情
報
の
範
囲
で
あ
る
が
、
戦

　
　
後
は
歴
史
資
料
の
編
纂
や
、
教
育
関
係
の
職
に
就
い
た
者
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
「
反
民
族
行
為
処
罰
法
」
（
高
元
樂
編
『
反
民
者
罪
状
記
』
、
白
葉
文
化
社
〈
ソ
ウ
ル
〉
、
一
九
四
八
年
）
一
六
〇
1
一
六
二
頁
。

　
（
3
）
　
同
前
、
七
〇
1
九
四
頁
。

　
（
4
）
ω
ε
8
0
仁
ヨ
ぎ
鴨
誓
㊦
○
ユ
α
q
一
霧
o
｛
9
①
囚
o
お
き
≦
震
一
口
σ
o
円
象
δ
口
き
α
一
冨
国
ヨ
R
α
q
Φ
8
0
｛
の
8
碧
讐
①
閃
o
α
q
一
ヨ
①
ω
一
〇
ホ
ー
一
〇
鳶
㌔
『
一
－

　
　
8
9
9
¢
三
く
①
琶
蔓
写
8
9
Z
①
≦
富
3
①
『
」
O
o
。
一
も
℃
」
日
－
窃
o
。
（
邦
訳
〈
ブ
ル
ー
ス
・
カ
ミ
ン
グ
ス
著
、
鄭
敬
謹
・
林
哲
訳
〉
『
朝
鮮
戦
争

　
　
の
起
源
・
第
1
巻
』
、
シ
ア
レ
ヒ
ム
社
、
　
一
九
八
九
年
、
の
第
5
章
、
特
に
一
二
六
⊥
一
壬
二
頁
）
を
参
照
の
こ
と
。
中
で
も
、
警
察
機
構
は
肥
大

　
　
化
し
、
そ
の
幹
部
の
ほ
ぼ
八
割
が
総
督
府
時
代
の
警
察
官
出
身
と
な
っ
た
（
O
⊆
ヨ
言
暢
る
戸
息
け
も
戸
一
8
1
一
雪
［
同
前
・
邦
訳
、
二
一
壬
丁
二

　
　
三
三
頁
］
）
。

　
（
5
）
矩
ぎ
冥
の
≦
ぎ
ぢ
ω
o
仁
誓
囚
o
『
①
印
一
旨
①
『
目
O
o
＜
Φ
ヨ
ヨ
①
ヌ
＜
o
一
。
一
き
α
＜
o
一
。
P
。
o
∋
豆
一
Φ
α
σ
『
℃
o
＝
二
8
一
＞
α
≦
ω
O
q
g
o
唇
＝
8
α
－

　
　
ρ
一
茜
耳
震
ρ
図
ζ
く
O
o
∈
9
＞
℃
O
卜
⊃
3
」
罐
o
o
・
本
資
料
は
、
＜
o
蕊
ま
で
で
＞
か
ら
一
ま
で
一
四
二
名
の
過
渡
政
府
の
朝
鮮
人
官
吏
の
情
報
が
整

　
　
理
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
が
作
っ
た
フ
ァ
イ
ル
の
五
分
の
一
に
す
ぎ
な
い
。
残
り
の
者
に
関
す
る
情
報
は
こ
う
し
た
形
で
ま
と
め
ら

　
　
れ
な
か
っ
た
模
様
で
あ
る
。

　
（
6
）
　
解
放
直
後
の
「
親
日
派
処
罰
問
題
」
の
流
れ
に
つ
い
て
は
、
と
り
あ
え
ず
呉
鰯
換
「
反
民
特
委
の
活
動
と
互
解
」
（
宋
建
鏑
他
著
く
青
丘
出
版

　
　
委
員
会
訳
、
呉
満
監
訳
V
『
分
断
か
統
一
か
1
解
散
前
後
史
の
認
識
1
』
、
影
書
房
、
一
九
八
八
年
）
な
ら
び
に
三
枝
壽
勝
「
八
・
一
五
以
後
に
お
け

　
　
る
親
日
派
問
題
－
解
放
後
の
朝
鮮
文
学
1
」
（
『
朝
鮮
学
報
』
第
二
八
輯
、
一
九
八
六
年
一
月
）
七
一
－
七
八
頁
、
を
参
照
の
こ
と
。

　
（
7
）
　
前
掲
「
反
民
族
行
為
処
罰
法
」
、
一
六
二
頁
。

　
（
8
）
　
森
田
芳
夫
『
朝
鮮
終
戦
の
記
録
』
、
巌
南
堂
書
店
、
一
九
六
四
年
、
二
九
〇
⊥
一
九
一
頁
、
O
＝
ヨ
ぎ
暢
る
P
。
F
O
訂
℃
叶
震
Z
3
ρ
特
に
署
■

　
　
ω
＝
ー
ω
誌
も
●
認
O
も
鳴
o。
b
。
刈
1
ω
卜
⊃
o
。
噌
P
ω
o。
8
P
o
。
＆
［
邦
訳
〈
ブ
ル
ー
ス
・
カ
ミ
ン
グ
ス
著
、
鄭
敬
誤
・
加
地
永
都
子
訳
〉
『
朝
鮮
戦
争
の
起
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源
・
第
2
巻
』
、
シ
ア
レ
ヒ
ム
社
、
一
九
九
一
年
、
の
第
9
章
、
特
に
五
〇
三
頁
、

　
な
ど
を
参
照
の
こ
と
）
。

（
9
）
≦
『
o
、
の
ミ
げ
○
ぎ
ω
2
9
内
o
お
四
ぎ
8
『
一
ヨ
O
o
＜
Φ
3
ヨ
窪
け

五
一
二
頁
、
五
一
九
－
五
二
〇
頁
、
五
三
〇
頁
、
五
三
九
頁
］

朝鮮総督府の朝鮮人官吏

五
　
結

圭五
口口

　
朝
鮮
総
督
府
の
朝
鮮
人
官
吏
に
つ
い
て
、
そ
の
変
遷
を
追
っ
た
。
こ
こ
で
序
で
掲
げ
た
、
総
督
府
の
統
治
政
策
の
性
格
、
な
ら
び
に
そ

れ
に
対
す
る
現
地
社
会
の
対
応
と
い
う
二
つ
の
点
に
つ
い
て
、
満
洲
国
の
場
合
と
比
較
し
つ
つ
ま
と
め
て
ゆ
き
た
い
。

　
ま
ず
、
現
地
官
吏
の
登
用
状
況
か
ら
み
た
植
民
地
政
策
の
性
格
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
日
韓
併
合
以
降
、
基
本
的
に
は
日
本
人
が
行
政

を
動
か
す
官
職
に
就
き
、
朝
鮮
人
の
官
吏
は
中
央
で
は
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
た
。
朝
鮮
人
官
吏
の
最
高
官
職
と
み
て

よ
い
道
知
事
・
参
与
官
に
は
、
き
わ
め
て
日
本
人
と
関
係
の
深
い
人
材
が
登
用
さ
れ
た
。
全
体
か
ら
み
る
と
ご
く
少
数
の
こ
れ
ら
の
人
員

は
、
そ
の
後
も
道
知
事
・
参
与
官
の
職
を
歴
任
し
た
り
、
中
枢
院
に
入
っ
た
り
し
た
者
が
多
く
、
少
数
の
「
協
力
的
人
材
」
を
優
遇
し
続

け
た
総
督
府
の
方
針
が
明
ら
か
で
あ
る
。
地
方
に
関
し
て
は
、
併
合
直
後
よ
り
朝
鮮
人
官
吏
を
登
用
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
警

察
権
と
徴
税
権
が
取
り
あ
げ
ら
れ
中
央
が
掌
握
す
る
こ
と
と
し
、
都
市
の
重
職
や
技
術
系
統
の
職
に
は
日
本
人
が
配
置
さ
れ
、
極
度
に
中

央
集
権
的
官
僚
体
制
が
し
か
れ
た
。

　
朝
鮮
人
官
吏
に
か
ん
す
る
登
用
方
針
は
一
九
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
は
、
基
本
的
に
は
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
三
〇
年
代
半
ば
に
は
、
高
等
文
官
試
験
合
格
者
が
倍
加
し
、
更
に
日
中
戦
争
勃
発
以
降
、
日
本
人
の
人
材
の
逼
迫
に
と
も
な
い
、

判
任
官
以
下
の
下
級
官
吏
を
中
心
と
し
て
朝
鮮
人
官
吏
の
割
合
が
増
大
し
た
。
日
本
の
支
配
に
迎
合
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
特
殊
な
状

況
で
は
あ
っ
た
が
、
実
務
能
力
を
持
っ
た
官
僚
群
が
増
大
し
て
い
っ
た
。
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少
数
の
日
本
に
近
い
人
材
を
優
遇
し
た
こ
と
、
警
察
力
を
掌
握
し
そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
を
押
さ
え
よ
う
と
し
た
こ
と
、
日
中
戦
争
勃
発

以
降
現
地
官
吏
の
登
用
が
積
極
化
す
る
こ
と
な
ど
、
満
洲
国
の
場
合
で
も
同
様
の
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
満
洲
は
中
国
か
ら
「
独

立
」
さ
せ
る
と
い
う
手
続
き
を
踏
ま
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、
特
に
建
国
当
初
の
人
材
登
用
は
朝
鮮
ほ
ど
単
純
に
は
ゆ
か
な
か
っ
た
。

後
半
に
ゆ
く
に
従
っ
て
、
そ
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
第
二
の
問
題
提
起
と
関
連
し
て
、
朝
鮮
の
方
が
ず
っ
と
早
く
中
央
の
意
向
を
貫
徹
さ
せ
る
べ
く
総
督
府
の
中
央
集
権
的
官
僚
統

治
機
構
を
完
成
し
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
た
と
え
ば
、
朝
鮮
で
は
地
方
の
行
政
区
画
の
統
廃
合
と
官
史
の
配
置
に
つ
い
て
、

早
い
段
階
で
日
本
の
意
向
に
よ
る
改
変
が
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
す
で
に
言
い
古
さ
れ
て
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
極
度

に
中
央
集
権
的
な
官
僚
機
構
に
よ
る
支
配
が
朝
鮮
統
治
に
お
い
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
同
時
に
、
満
洲
の
場
合
と
比
較

す
る
と
、
そ
の
違
い
の
要
因
が
既
存
の
社
会
の
性
格
の
違
い
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
「
省
」
や
「
県
」
な
ど
の
地
方
行

政
機
構
が
甚
大
な
権
限
を
有
し
て
い
た
中
国
と
比
べ
、
朝
鮮
は
李
氏
朝
鮮
時
代
よ
り
き
わ
め
て
中
央
集
権
的
統
治
構
造
を
も
つ
社
会
で
あ

っ
た
。
日
本
は
そ
れ
を
利
用
し
つ
つ
、
日
本
に
よ
る
支
配
を
貫
徹
す
べ
く
よ
り
一
層
強
固
な
中
央
集
権
体
制
を
整
え
て
い
っ
た
の
で
あ
っ

た
。　
さ
ら
に
戦
争
の
進
展
に
つ
れ
て
中
央
集
権
的
官
僚
機
構
の
強
化
が
図
ら
れ
た
。
こ
う
し
た
官
僚
機
構
に
よ
る
統
制
が
地
方
に
貫
徹
し
て

い
た
か
否
か
に
つ
い
て
、
朝
鮮
は
満
洲
国
の
場
合
と
大
き
く
異
な
る
。
満
洲
国
で
は
、
日
本
人
官
吏
を
通
じ
て
中
央
が
地
方
を
動
か
そ
う

と
し
た
が
な
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。
朝
鮮
で
は
、
逆
に
、
中
央
の
意
向
が
末
端
に
ゆ
く
に
つ
れ
て
過
度
に
強
化
さ
れ
る
と
い
う

官
僚
機
構
の
弊
害
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
朝
鮮
で
は
官
僚
機
構
に
よ
る
統
制
が
末
端
ま
で
強
烈
に
貫
徹
し
て
い
た
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

こ
の
違
い
は
や
は
り
既
存
の
社
会
の
構
造
の
違
い
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
朝
鮮
総
督
府
の
朝
鮮
人
官
吏
は
、
膨
大
な
中

央
集
権
的
官
僚
機
構
の
中
で
、
戦
時
統
制
政
策
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
総
督
府
官
吏
が
終
戦
後
、
米
軍
政
や
そ
の
後
の
韓
国
の
政
治
の
担
い
手
と
し
て
重
要
な
一
角
を
築
い
て
い
っ
た
と
認
め
ら
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れ
る
こ
と
は
、
歴
史
の
皮
肉
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
一
九
四
八
年
九
月
に
は
、
韓
国
で
は
受
爵
者
や
勅
任
官
以
上
の
官
史
な
ど
、
め
だ
っ

て
「
反
民
族
的
」
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
は
、
公
的
な
断
罪
の
対
象
と
さ
れ
、
公
民
権
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か

し
、
技
術
者
は
こ
の
措
置
か
ら
は
ず
さ
れ
、
ま
た
相
当
多
く
の
総
督
府
官
吏
が
そ
れ
ま
で
に
米
軍
政
下
の
官
吏
と
し
て
再
雇
用
さ
れ
て
い

た
。
こ
れ
は
、
解
放
後
の
韓
国
の
政
治
や
経
済
の
実
体
を
分
析
す
る
上
で
も
、
ま
た
朝
鮮
総
督
府
の
統
治
政
策
の
性
格
を
考
え
る
上
で
も
、

決
し
て
無
視
し
得
な
い
事
実
な
の
で
あ
る
。
無
論
、
戦
後
の
朝
鮮
半
島
に
は
日
本
統
治
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
入
り
込
ん
で
き
た
。

戦
後
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
解
放
後
の
政
治
情
勢
の
推
移
と
か
ら
め
て
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
ゆ
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

朝鮮総督府の朝鮮人官吏
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